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れる。 カマドは北壁中央に検出された。 逃存状態は良好で，火床部がよく焼けている 。

貯蔵穴(1)が，カマドに正対して，径80cmx 65cm，深さ 28cmを測り，不整柿円形を呈する 。 また，カマド西

側に貯蔵穴(2)が，径98cmx 77cm，深さ 51cmを i即IJ 1')，桁円形を呈する 。

本住居跡の出土遺物のうち，杯 4 点， 手担 1 点， 自民 I 点 ， 石製品 2 点.玉 3 点，支脚 1 点，計12点を図示

した。

1 -4 は土郎総杯である 。 1 は口縁部から底部の 1 / 3 残存する 。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内

面ナデ，内外国赤彩 (体部下端内外而除 く ) 。 法量は復元口径14 . 6cm，残存~ff高3 . 7cmである。 2 はほぼ完形

である。 口縁部ヨコナデ，外I而ヘラケズ 1) ，内而ナデ。 内外面赤彩。 法誌は口径14 .0cm，滞日4 . 6cmを胡IJ る 。

3 は口縁部から底部の 4 / 5 である。 口縁部ヨコナデ， 外面ヘラケズ 1) ，内而は器商剥尚Iで制経不明である。

内外商赤彩 (内蘭底部除く ) 。 法訟は復元口径12 . 0cm，日号高5 . 5cm，底部は丸底である 。 4 は口縁部から底部

の 1 / 3 泣存する 。 口縁部ヨコナデ，外面へラケズリ ， 内面ナデ。 内外而赤彩 (底音1I除く ) 。 法症は復元口径

14 . 8cm，残存器高7.9cm，底古1Iは丸底である。

5 は士郎総阪である。 底部の 1 10逃存している 。 外而ヘラケズリ ， 底部内面ヘラケズ 1) 。 法記; は残存口

径8. 2cm，復元底径7.6cm を測る 。

6 は手控土日号である。 仁l縁部から底部の 2 / 3 泣存している 。 指ナデと指圧痕あり 。 法立は復元口径8.5 

cm，器高4.3cm，底径3.5cm を iJIIJ る 。

7 は土製支脚の完形である 。 長さ 16.4cm，最大幅8. 4cm，重量1070.2g である。

8 ・ 9 は軽石である。 8 は長さ 3 . 5cm，幅3. 6cm，厚さ 3.6cm，重量llg を測る。 9 は長さ 8.0cm，幅5.0cm ，

厚さ 2.7cm ， 重iî1 35g を測る。

10- 12は土玉である。 10は直径1. 4cm，阿1. Ocm ，露呈1. Og である。 11 は直径0.7cm，幅0.9cm，重量O. 65 

g である 。 12は直径0.6cm，幅0.9cm，重量0.5g である。

H -101 (第 139図)

調査区中央南部に位置する。 D-195 , M -037 と重複する。 規模は4 .46m x 4. 78m を測り，形状は正方形

を呈する。

覆土は，人為堆積で 3 層に分層される。

床面は全体に硬化範囲が認められる 。 壁高は約80cmを mlJ る 。 周溝は，カマド部分を除き全照し，幅22cm ，

i* さ 5 cm を iJiIJる 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径86cmx 91cm，深 さ 45cm) . P -2 (径7 1 cmx 82cm，深

さ 38cm) . P -3 (径99cmx 84cm，深さ 40cm) ・ P - 4 (径73cmx 72cm，深さ 52cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は (径20cmx 24cm, i'<iさ 40cm) を測る。 カマドは北監査中央に検出され

た。

本住居跡の出土造物のうち，杯 5 点， ~3 点，小銭 1 点，手提 l 点， 石製品 l 点，支脚 l JZ，計12点を図

示した。

1 -5 は土師綜杯である。 l は口縁部からj氏音11 (7) 2 / 3 遺存する。 口縁部内外面ヨコナデ，外商ヘラケズ

リ，内聞ヘラ ミ ガキが施されている。 口径13 . 4cm，総高3.7cm，底部は丸底である。 2 は口縁部から底部の

1 / 2 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ヘラミガキ。 復元口径13 . 6cm，器高3.9cm，底部は

丸底である 。 3 は口縁部から胸部の 11 6 遺存する。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズリ，内面ヘラミガキが

みとめられるが， ~書面が剥離しているため図示できなかった。 法量は復元口径13.6cm ， 残存器高5 . 2cmを測
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第 2 節竪穴住居跡

る 。 4 は口縁部から底部の 1 / 3 逃存する。 口縁音1\ ヨコナデ，外而ヘラケスリ，内面ヘラケズリ後ナデ。 復

元口径15.4cm，器高 5 . 8cm，復元底径9 . 5cm を測る 。 5 は口縁部地、ら底部の 1 2 逃存する 。 口縁部ヨコナデ，

外商へラケズリ，内面ナデ。 内外赤彩。 口径 16 . 4cm，残存器高6 . 2cm を礼[11 る 。

6-9 は土師器裂である 。 6 は口縁音1\から胴部の 2 /3 遺存する 。 口縁部内外而ヨコナデ，外面ヘラケズ

リ，内面ヘラナデ。 法量は口径14.9cm，残存告書高14.1cmを担11 る 。 7 は小型発で体音防‘ら底部の 1 3 逃存で

ある。 外面ヘラケズリ，内面は荒れていて調整不明である。 残存器高 10. 7cm，底径6 . 2cmを測る 。 8 は口縁

から頚部の片である。 口縁部ヨコナデ，外而ヘラケズリ，内面ナデ。 復元口径18.4cm ， 残存線高7.2cm をiJllj

る 。 9 は底部のみである 。 外面iヘラケズリ，内面ヘラナデ。 残存器商2.7cm ， 底径8.0cmである。

10は手控土器である 。 ほほ完形である。 指頭痕あり 。 残存器高1. 9cmである 。 底径 2c皿である 。

11は砥石である 。 残存長2.5cm，最大幅2.6cm，厚さ1. 5cm，重量10.0g を iJIIJ る 。

12は土製支脚である 。 残存長3 . 5cm，最大幅4.7cm，重量52.1 g である 。

H -103 (第140図)

調査区南西部に位笹する 。 M-032と重複。 規模は3 . 12m x 3. 23m を測り，形状は正方形を呈する。

覆土は自然堆積で 4 層に分層される。

床面は北西の隅から南東の隅にかけて硬化範囲が認められる 。 壁高は約20cmを測る (西壁)。 周溝は ， M

-032と重複する部分とカマド部分を除いて全周する 。 幅20cm，深さ 5 cm を損Ijる 。

ピットは床面に 1 本検出され， p -1 (径29cmx 1 5cm，深さ 16cm) を測る。 カマドは北盤中央より束より

に検出された。

本住居跡の出土遺物のうち，杯 l 点， ~主 l 点 ， 支脚 1 点，玉 l 点，計 4 点を図示した。

1 は土師器椀型杯である 。 ほ 11完形である 。 外面ヘラケズリ，内而ナデ。 法量は口径13.8cm，器高8 . 0cm ，

底径5.8cmを測る。

2 は土製支脚である。 外商ヘラケズリ，内面輪積痕あり 。 逆コップ型で中に砂を入れて支脚として使用し

ていたと思われる 。 法量は残存器高7.2cm，最大幅8.9叩を測る 。

3 は土師器裂である。 口縁から胴部の 112 造存する。 口縁部内外面ヨ コナデ，体音1\外面ヘラケズリ ，内

面ヘラナデが施されている 。 法量は口径16.0cm，残存器高12 . 2cmを測る。

4 は石製の臼玉である。 直径1. Ocm，厚さ 0.5cm，孔径O. 2cm，重量0.5g を測る 。

H -108 (第 140図)

調査区南部に位置する 。 H ー 106 ， H -109, M -032 と重複する 。 規模は4. 25m x 4. 20m を測り，形状は正

方形を呈する 。

1立土は，自然堆積で 5 層に分層される。

壁高は約50cmを測る (東壁) 。 周溝は，重複部分とカマド部分を除き，ほほ全周し，幅22cm，深さ 9 cmを

測る 。

ピットは床而に 5 本検出された。 主柱穴は P ー 1 (径39cmx 72cm，深さ 66cm) ・ p- 2 (径65cmx 82cm，深

さ 75cm ) . P -3 (径56cmx 72cm，深さ 67cm) ・ P - 4 (径47cmx 87cm，深さ 53cm) の 4 本が対角線上に配さ

れ，カマドと正対して位置する P- 5 は(径40cmx 57cm，深さ 41cm) を測る 。 カマドは北西壁中央から右よ

りに検出された。

本住居跡の出土造物のうち，杯 2 点，玉 l 点， 計 3 点を図示した。
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第 5 草奈良平安時代

1 - 2 は土師器杯である。 1 はほぼ完形である。 口縁部ヨコナデ，外面ヘラケズリ，内面ナデ。 薄れては

いるが黒色処理が施されている 。 口径1O. 4 cm ， 日早高 2 . 9cm，底径5 . 5cm を ìJIIJ る 。 2 は口縁部~底部の 3 4 泣

存する。 口縁部ヨコナデ， 外而へラケズリ，内面ナデ後ヘラ ミ ガキを施している。 口径 1 2 . 6cm ， T.書店主 4 . 2cm ，

底部は丸底である。

3 は土玉である。 径O.7cm ， 1Jl-さ O. 5cm，孔径O. 2cm ， 重量O.3g を ìJllj る 。

H -113 (第 1 4 1 図)

調査区東部に位世する。 M -044 と重複する。 規伎は2. 0m x 2 . 0m を測 り . 形状は方形と思われる 。

周溝は，調査区外で切られているが，幅lOcm ， 深さ 1. 2cm を測る 。

ピ ッ ト は床面に I 本検出 された。 P-1 (径30cmx 40cm，深さ 47cm) を測る 。

本住居跡から出土した遺物のうち甑 1 点を図示した。

1 は土師務甑片である。
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第 3節揃立柱述物跡

第 3 節掘立柱建物跡

B -010 (第 142図)

翻査区北部に位置する。 M-016と撹乱に切られる 。 南東棟である。 規模は桁行 3 Il日 × 梁 IHJ 31M]，桁行5.5

m ， 梁 |削 4. 3m，柱問寸法は桁行1. 8m ， 梁 IIIJ 1. 4m である。 P13-P16は本遺構に伴うピ ッ ト であり ， 総柱建

物になる可能性もある。 また P17 ， P1 8 も本遺構に伴うピッ トであ る 。

B -Oll (第 142図)

調査区北部に位置する。 M-016に切られる 。 南東棟である 。 規模は桁行 2 r同 × 梁 JllJ 2 I剖，桁行2 . 5m ， 梁

間2. 4m，柱問寸法は桁行1. 2m ， 梁間1. 5m である。 P8 は本遺構に伴うピ ッ トであり，総柱建物になる可能

性もある。
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第 4 節柵列

第 4節柵列

S-005 (第 143図)

調査区北部に位置する 。 4 本のピットからなり，総延長2.9m。 直線である 。

S -006 (第 143図)

調査区北部に位置する 。 6 本のピットからなり，総延長5 . 9m。 やや直線である 。

S -010 (第14 3図)

調査区北部に位置する 。 7 本のピ ットからなり，総延長6.2m。 直線である。

S -Oll (第 143図)

調査区北部に位置する。 5 本のピットからなり，総延長4. 5m。 直線である 。
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第 5節土坑

第 5 節 士 坑

D-006 (第 144図)

調査区北東に位置する。 平面形は ， プラン・底部とも円形を呈する 。 長径1.36m X 短径1.26m X 深さ 0 . 18

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -007 (第144図)

調査区北東に位置する 。 平面形は，プラン・底部とも格円形を呈する 。 長径 1.Om X 短径O.64m X 深さ 0 . 47

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -012 (第 144図)

調盗区北東に位置する。 平而形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する。 長径O.98m X 短径O .75m X 深さ 0. 1 6

m を胡IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -013 (第 144図 )

調査区北東に位置する 。 平而形は，プラン ・ 底部とも円形を呈する 。 長径O.77m X 短径O.77m X 深さ 0.21

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -014 (第 144図)

調査区北東に位置する 。 平面形は.プラン ・ 底部とも円形を呈する 。 長径O.87m X 短径0 . 8m x 深さ 0 . 16

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -015 (第 1 44図)

調査区北東に位置する。 平面形は， プラン ・ 底部とも楕円形を呈する 。 長径O.97m X 短径O.72m X 深さ 0.1 5

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -016 (第 145図)

調査区北東に位置する。 H -010と重複する 。 平面形は，プラン 底部とも格円形を呈する 。 長径1.73m 

×短径1.05m X 深さ 0.47m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -017 (第145図)

調査区北東に位置する。 平面形は，プラン・底部とも円形を呈する。 長径O.91m X 短径O.88m X 深さ 0 . 48

m を調IJ る 。
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本土坑の性格は不明である。 1 は土師器斐の底部である 。

D -021 (第145図)

調査区北東に位歯する。 平面形は，プラン・底部とも椅円形を呈する 。 長径 1.03m X 短径O .91m X 深さ 0.28

m を視IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D-022 (第 145図)

調査区北京に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形を呈する 。 長径 1.12m X 短径 1 112m X 深さ O.20 

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -023 (第 145図 )

調査区南に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する 。 長径1.88m X 短径 1.37m X 深さ 0.33

m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D • 027 (第 1 45図)

調査区中央部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも円形を呈する 。 長径1.5m X 短径1.5m X 深さ 0.34

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -031 (第 145図)

調査区中央部に位置する 。 平面形は，プラン・底部とも精円形を呈する。長径O.93m X 短径O.67m X 深さ

0.21m を測る 。

本土坑の性格は不明である。
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第 6 節溝

M -001 (第146図)

調査区中央部に位置する 。 台地上の北聞から南東に向かつて，屈曲l しながら延びる。 本遺構南端で M

037を切る 。 延長72.0m，幅1. 3~2. Om，深さ 0.4~0. 58m を ìlltl る 。

M -037 ( 第 146図)

調査区西部に位置する。 台地上の南東から北酋に向かつてくの字に延び， 途中で二))止に分かれ，北東と北

西にそれぞれ延びる 。 本逃構南端で M-001に，北端で M-043に切られ， 南東で M-038を切る 。 延長は

南東から北西に延びる溝は113m，そこから北東に延びる溝は20m である 。 幅 1. 3~2 . 8m，深さ 0 . 6~0. 8m

を祖1) る 。

M -038 (第 146図)

調査区南東部に位置する 。 台地上の北東から南に向かつて延びる。 本遺構北東端で M-037に切られる。

延長13.8m ， 幅0.8~2.63m 深さ O. 25~0. 33m を測る 。

M -044 (第 146図)

調査区北西部に位置する 。 台地上の北東から北西に向かつて延びる 。 延長5 . 6m，幅 1. 5~ 1. 95m，深さ O. 2 

~0.4m を測る。
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第 6 章 中世

第 1 節概要

概立柱建物26軒，階段状逃構 I 基，土坑墓45~主，粘土貼土坑墓13基，土坑107~，構26条を検出した。

調査区凶側にて前代の住居跡の破壊が激しく規模が大きい こと や，やや直角に削られていることなどか

ら ， 台地整形が行われたと考えられる。

第 2 節 擬立柱建物跡および柵列

B-001' S-OOI (A) (第 148図)

調査区北京都に位置する。 B -002 と重複しており， S-OOI (A) を伴う 。 規模は桁行 41制×梁 1m 3 1m で ，

桁行4. 93m，梁間2 . 85m で，柱|削寸法は桁行平均1. 23m，梁間平均0. 95m で，柱間寸法・柱筋とも比較的揃っ

ている。 P13-17は束柱となる可能性が高い。 B - 002の建て替えの可能性がある。

出土逃物は前代逃物の流入のため，図化しなかっ た。

B -002 目 S-001 (B) (第 148図)

調査区北東部に位置する 。 B-001 と重複しており，柵である S-OOI (B) を伴う 。 規模は桁行 4 間×波

間 4 問で，桁行5 . 7m，梁間3 . 3m ， 柱問寸法は桁行平均1. 4m，梁 I開平均0. 8m である。 西側には桁に 2 悶×

1 聞の庇を有する 。 束柱を持ち (PI7-P21等) 2 苦11Ji{‘か 3 部屋になる可能性がある。

出土遺物は前代造物の流入のため，図化しなかった。

B-003 ・ S-007 ・ S-008 (第149図)

調査区北東部に位置する。 H-006と重複しており， トレ ンチに切られる。 S-007 と S-008を伴う 。 規模

は桁行 4 問×梁間 3 問で， 桁行3.1m，梁間3.1m，比較的形の整った方形である 。 柱閑寸法は桁行平均1.03 

m，梁間平均1. 03m である 。 P13-P1 9は束柱と考えられる 。 P21-P25や P26-P28は庇の柱穴の可能性があ

る。

本遺構から出土した造物のうち， ~ 1 点， 葦 1 点， 言1" 2 点を図示した。

1 は，土師器斐の口縁片である。 2 は，須恵、器蓋片である。

B -004 ・ S-009 (第 149図 )

調査区東部に位置する。 H-002 , 003 , M -004 と重複し， S-009を伴う 。 規模は桁行 3 間×梁間 3 閣で，

桁行4 . 8m ， 梁間3.4m である。 柱 IIU寸法は桁行平均1. 5m，梁間平均1. 2m である。 PI4-PI 9 ， P21-P29は

来柱と考えられる。 P31-P44は柵の可能性がある。

S-009の P 7 -P10は柵となるか ， P 1 -11 とし鈎状の柵となる可能性がある 。

出土造物は前代造物の流入のため，図化しなかった。

B -005 (第 1 50図 )

調査区東部に位置する。 B-006と重複する，規模は桁行 3 問×梁間 4 110 で，桁行3 . 4m ， 梁 n:J2.7m で比

較的形の盤った長方形である。 柱問寸法は桁行1. 3m ， 梁間0.7m で，柱間寸法・柱筋とも比較的揃ってい

る。 P13-P20は束柱と考えられる 。 P28 ・ 29 ・ 39は東側の桁に庇を設けた可能性がある。
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出土遺物は前代:ìû物の流入のため 図化しなかっ た。

B-006 (第 1 50医[)

調査区東部に位置する。 B - 005に切られる。 規般は桁行 5 IIlJ x 梁JlJJ 3 I自l で，桁行4 . Om 句 梁 IIrJ 3 . 0m であ

る 。 柱1m寸法は桁行0. 8m，梁間1. 0m である 。 P1 5- P32は束相と考えられる。 P39-42は両側の桁に庇を設

けた可能性がある。 P45-P53は柵の可能惜がある。

/JI土造物は前代造物の流入のため 。 liil化しなかっ た。

B-007 (第 1511g[)

調査区南東部に位置する。 M - 008と重複 L 5-002. 003. 004 を伴う 。 規模は桁行 5 軒×梁 ll1J 4 I BI で 桁

行5 . 8m. 梁 /IIJ4 . 4 m である 。 松山寸法は桁行1. 1 6m，梁/11] 1. 1m である 。

出土造物は前代遺物の流入のため. 区l化しなかっ た。

B-008 (古~ 1 5 11~ )

調査区北部に位i世する。 H-052 , 058を切り M - 01 5に切られる 。 規模は桁行 311H x 梁 111] 2 I I1J で，桁行3. 1 

ITI ， 梁 1m2 . 2m で台形である。 柱 U-l]寸法は桁行0.9m. 梁 mJl . 45m で ， Pll - PI2は束柱と考えられる。 I は

土師器鉢の口縁片である。

B-009 (第 1 52図)

調査区北部に位置する。 H -052を切り M - 015に切られる。 規模は桁行 3 IIH x 梁!日J 3 1自l で，桁行4 . 3m ，

梁間3 . 3m である。 比較的形の整った方形である。 柱 IHJ寸法は桁行 1. 4 m. 梁 IHJ 1. 1m である 。

出土造物は前代遺物の流入のため，図化しなかっ た。

B -012 (第 1 52図)

調査区北部に位位する。 H -049を切り， B - 015, 0 1 6 と重複する 。 規模は桁行 31m x 梁 1m 3 IB]で。桁行6 . 0

m，梁WJ5 . 6m である 。 柱|町寸法は桁行2.0m，梁fIlJ 1. 8m で， P 1 - P ll は主柱穴で P12 ， 13は補助柱である。

P22-25は束柱と考えられる。 P15-2 1 は塀になる可能憎がある。

tJJ士通:I物は前代ill物の流入のため，図化しなかっ た。

B -013 (第 153医[)

調査区東南部に位iEする 。 H - 019を切る 。 規娘は桁行 6 IHJ x 梁|剖 31日]で . 桁行9.8m，梁間5 . 4m で台形

である 。 柱 1mす法は桁行0.8m，梁|自JO.9m で， 東柱を持つ。 P22- P26は柵塀になる可能性がある。

出土造物は1l~代造物の流入のため，図化しなかっ た。

B-014 (第 1 53区[)

調査区南西部に佐世する。 M - 035に切られている。 規模は桁行 3 IU] x 梁 IHj 3 問で，桁行4 . 3m，梁間3 . 2

m である 。 柱 1I日寸法は桁行0. 7m. 梁間0. 8m で，束柱を持つ。

出土遺物は前代遺物の流入のため，図化しなかった。
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B-015 (第 154図 )

調査区北西部に位置する。 規模は桁行 21:\1 x 梁 IIU 3 聞で，桁行7. 5m，梁間4 . 0m である。 柱問寸法は桁行

2.0m ， 梁 l淘 2 . 5m で， P1-P7 はま柱穴である。

出土遺物は前代遺物の流入のため， 図化 しなかった。

B -016 (第 1541羽 )

調査区北東部に位置する。 規模は桁行 3nu x 梁 I: ~ 6 問で，桁行9.3m，梁間6 . 0m である 。 柱問寸法は桁行

2.0m，梁間1. 55m で， P 1 -P12は主柱穴である。 P14は B - 006に伴う 。

出土遺物は古I~代造物の流入のため，開化しなかった。

B -017 (第 1 55図)

調査区北部に位置する。 調査区域外で切られている。 調査区外に切られるため全体は把握できない。 規模

は現存で桁行 3 間×梁間 3 問，桁行4.3m，梁間3.8m である 。 柱問寸法は桁行1. 4m，梁|悶 1. 3m で， P9-

Pllは束柱の可能性がある。

tl\土 ill物は前代造物の流入のため，図化しなかっ た。

B -018 (第 155図)

翻査区南西部に位置する 。 H -079に切られているため， 全体を把握できない。 規模は現存で桁行 2 間×

梁間 2 問で，桁行2. 4m，梁間1. 8m である。 柱間寸法は桁行0.6m，梁悶0. 45m である。

出土遊物は前代遺物の流入のため，図化しなかった。

B -019 (第156図)

調査区西宮1\に位置する 。 B-020, D - 141 と 重複する。 規模は桁行 3 問×梁 IMJ 2 r:uで，桁行9 . 4m，梁間5.0

m である 。 柱問寸法は桁行1. 5m ， 梁間 1. 25m で， P12- P16 , P3 1 は束柱と考えられる。 雨明IJ の桁に平行す

る榊は，本迫構の柵塀の可能性がある。

出土造物は前代造物の流入のため ， 図化しなかっ た。

B -020 (第 157図)

調査区西部に位置する 。 B-019 ， D - 141 , M - 028に切られている 。 規模は桁行 5 間×梁間 3 問で，桁行

8.2m，梁間5 . 4m である。 柱間寸法は桁行0. 8m，梁間 1. 35m で，束柱をもち (PlO， P14 , P15等) ， 2 部屋

になる可能性がある。 また，南側に平行する I梓は， 本i射器の柵塀の可能性がある。

出土造物は前代造物の流入のため，図化しなかっ た。

B -1001 (第 1 58図)

制:fi:区微高地上部分の南西に位置する 。 規模は桁行 3 問×梁間 3 問で，桁行6.45m，梁間5.25m，柱間寸

法は桁行平均2.4m ， 梁間平均1. 75m である 。 束柱をもち (P24 ， P25等)， 2 部屋になる可能性がある。 南

西側に桁行 3 問×梁間 1 問で， 桁行5.00m ， 梁間 1. 85m の庇がある。 また，庇に隣接する滞状遺構は B-1001

に伴う柵塀と思われる。

出土造物は前代遺物の流入のため，図化しなかっ た。
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B-I002 (第 159 区1)

調査区微高地上部分の南西に位置する。 規模は桁行 3 間×梁間 3 問で，桁行6.45m，梁間5.25m である 。

柱問寸法は桁行平均2. 15m，梁間平均1. 75m である 。 南南東側が調査区外で区切られているが，全体は把握

できる 。 PI0 ， P12~ P30 , P32は*柱であり，板の間であ っ たと思われる。

出土造物は前代逃物の流入のため，図化しなかった。

B-l003 (第 159図)

調査区微高地上部分の南西に位置する 。 B - l002 ， B-1004 , B-I005 , B-I006 , B-I007，重複する 。

規模は桁行 4 間×梁間 2 聞で，桁行 6. 25m，梁間4.38m である 。 柱問寸法は桁行平均1. 56m，梁間平均2.19

m である 。 束柱をもち (PI0 ， P11) , 2 部屋になる可能性がある 。

出土造物は前代造物の流入のため，図化しなかった。

B -1004 (第 160図)

調査区微高地上部分の南西に位置する 。 B-I002 ， B-1003 , B-I004, B-I005 , B-I006 , B -1007, B 

- 1008 と重複する 。 規模は桁行 4 間×梁間 3 問で，桁行7 . 5m，梁間4.1m である 。 柱問寸法は桁行平均1. 8

m，梁間平均1. 36m である 。 P15~P21, P23は束柱であり，北側の 2 部屋は板の間であると思われる 。

出土遺物は前代造物の流入のため，図化しなかった。

B-1005 (第 1 60図)

調査区微高地上部分の南西に位置する 。 B - 1002 , B -1003 , B -1004 , B -1005 , B -1006と重複してい

る 。 測柱建物である 。 規模は桁行 4 間×梁間 4 聞で，桁行4.70m，梁間4 . 38m，比較的形の整った長方形で

ある 。 柱問寸法は桁行平均1. 17m，梁間平均1. 09m である 。

出土遺物は前代遺物の流入のため，図化しなかった。

B-lω6 (第161図)

調査区微高地上部分の南西に位置する 。 規模は桁行 4 間×梁間 4 間で，桁行4.95m，梁間4. 63m，柱間寸

法は桁行平均1. 23m，梁間平均1. 17m である。 P 1 ~P13は主柱穴， P14~P19は束柱である 。 P20は補助柱

か。 P21 と P22は柵の可能性がある 。

出土造物は前代造物の流入のため，図化しなかった。

B -1007 (第16 1図)

調査区微高地上部分の南西部位置する。規模は桁行 7 間×梁間 4 聞で，桁行9.12m，梁間2.15m，柱問寸

法は桁行平均1. 30m，梁間平均0 . 53m である。 2 部屋構造で， P 1 ~P21は主柱穴 (P14は補助柱か) ，束柱

(P22~33等)を持ち，西側の部屋は板間になる可能性もある。

出土造物は前代遺物の流入のため，図化しなかった。

B-I008 (第162図)

調査区微高地上部分の南西に位置する 。 規模は桁行 4 問×梁間 2 間で，桁行4.05m，梁間3. 10m，柱間寸

法は桁行平均1. 01m，梁間平均1， 55m で， P 1 ~ 7 ・ 9 ・ 10 ・ 11は主柱穴， P8 ・ 12~18は束柱， P19 , P20 
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は補助柱か。 P2 1は本逃構に伴う柱穴と思われる 。

出土遺物は前代造物の流入のため，図化しなかっ た。
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第 3節柵列

5-1001 (第163図)

調査区微高地上部分の西南に位置する 。 3 本のピットからなり，総延長1. 20m である 。

出土遺物は前代造物の流入のため，図化しなかった。

5-1002 (第163図)

調査区微高地上部分の西南に位置する 。 7 本のピットからなり，総延長4.30m である 。

出土遺物は前代遺物の流入のため ， 図化しなかった。

5-1003 (第163図)

調査区微高地上部分の西南に位置する 。 5 本のピットからなり，総延長2.50m である 。

出土遺物は前代遺物の流入のため，図化しなかった。

5-1004 (第 163図)

調査区微高地上部分の西南に位置する 。 6 本のピットからなり，総延長4 . 20m である 。

出土造物は前代造物の流入のため，図化しなかった。

第 6意中世
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第 4 節 土坑 (中世)

D -001 (第 1 64図)

第 6 ï;í 中世

調査区北東部に位置する 。 調査外区域で切られる。 平面形は ， プラン 底部とも絡円形を呈する 。 長径0.95

(現存 ) m X 短径O.65m X 深さ 0 . 20m をiRlj る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -002 (第 1 64 図)

調査区北東部に位置する。 M - 002に切られ， D - 003が重複している。 平而形は，プラン 底部とも楕円

形を呈する。 長径0.95 (現存) m X 短径O.80m X 深さ 0.35m を iJllj る 。

本土坑の性格は不明である。

D -003 (第 164図)

調査区北東部に位置する。 調査外区域で切られ， D -002が重複している 。 平面形は，プラン 底部とも

不明である。 長径0.37 (現存) m X 短径0.47m x 深さ 0. 25m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -008 (第 164図)

調査区北東部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径1.20m X 短径O .80m X 深さ O. 26 

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -011 (第 1 64図)

調査区北東部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも円形である。 長径O. 58m X 短径O .55m X 深さ 0. 24

m を l則る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -024 (第 1 64図)

調査区北東部に位置する 。 トレンチで切られ， H -024が重複している 。 平面形は， プラン・底部とも椅

円形である 。 長径1.3m X 短径O .96m X 深さ 0.25m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

本遺構から出土した造物のうち ， 5E2 点，甑 1 点，計 3 点を図示した。

1 と 2 は裂である 。 l は口縁部から胴部の 1 / 5 遺存する 。 復元口径1 6.5cm，残存器高6 . 6cmを測る 。 2 は

口縁音j\から胴部 1 / 3 と底部 11 2 遺存する 。 復元口径15.0cm ， 残存器高17.5cm，底径8.2cmを測る 。

3 は甑である 。 口縁部から底部 1 / 3 遺存する 。 復元口径22 . 6cm ， 器高 1 7 . 6咽，推定底径8. 2cmを測る 。

D -036 ( 第 1 64図)

調査区北西部に位置する 。 M-015が重複している。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である 。 長径1. 53 

m X 短径1.40m X 深さ 1. 64m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。
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D -041 (第 1 65 11iJ) 

調査区北西部に位置する 。 平面形は，プラン・底部とも円形である 。 長径1.3m X 短径1.28m X 深さ 0. 77

m を測る 。

本土坑の性格は不明でユある 。

D-042 (第 1 65図 )

調査区北西部に位置する。 D - 037が重複している 。 平面形は，プラン ・ 底部とも不円形ある 。 長径2 . 6m

× 短径2 .55m X 深さ 0 . 31m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -043 (第 1 65図 )

調査区北西部に位置する 。 M - 023が重複している 。 平而形は，プラン ・ 底音1 \ とも楕円形である 。 長径5.41

m X 短径4.32m X 深さ 0.52m を測る 。

本土坑の性格は不明でユある 。

本遺構より出土した造物のうち坪 2 点，手控土器 1 点，計 3 点を図示 した。

l と 2 は土自iJí誌杯である 。 I は口縁部から底部の 1/ 6 遺存する 。 外面ヘラケズリ，内面ナデ。 内外商赤

彩が施されている。 法量は復元口径14.8cm . 器高 3 . 4cm を測る 。 2 は口縁音向、ら底部 1/ 2 遺存する 。 外面ヘ

ラケズ，) ，内面ナデ。 全体に摩耗している。 法量は復元口径16.2cm，器高5 . 8cmを測る 。

3 は手控土器である 。 口縁部から底部 1 / 2 迫存する 。

D -044 (第 166図)

調査区北西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも精円形である。 長径5 .07m X 短径3 .56m X 深さ 0 . 84

m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -045 (第 165図)

調査区北西部に位置する 。 H -075が重複している 。 平面形は，プラン 底部とも楕円形である 。 長径1. 2

m X 短径O.70m X 深さ 0.36m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -053 (第 1 65図)

調査区北西部に位置する 。 H - 077 と D - 047が重複している 。 平面形は ， プラン・底部とも楕円形である 。

長径O .96m X 短径O .78m X 深さ 0. 22m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -054 (第 166図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は， プラン ・ 底部とも円形である 。 長径O .74m X 短径0. 69m x 深さ 0 . 55

m を測る。

本土坑の性格は不明である。
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D -065 (第 1 66図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン・底部とも円形である 。 長径o.63m X 短径o.53m X 深さ 0.25

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -068 (第 166図)

調査区南西部に位置する。 H-092が重複している。 平面形は，プラン 底部とも楕円形である 。 長径 1.31 

m X 短径1. 13m X 深さ 0.99m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -074 (第 1 66図)

調査区南西宮11に位置する 。 平面形は，プラン・底部とも楕円形である 。 長径1.72m X 短径o.95m X t止さ 0.45

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -078 (第 166図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は ， プラン 底部とも椅円形である。 長径4.82m X 短径3.86m X 深さ 0 . 16

m を視1) る 。

本遺構の性格は台地整形の可能性がある。

D -081 (第 167図)

調査区南西部に位置する。平面形は，プラン 底部とも楕円形である。 長径1.65m X 短径1. 1m X 深さ O.75 

m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -082 (第167図)

調査区南西部に位置する 。 平而形は，プラン ー 底部とも円形である。 長径0 . 94m x 短径O.84m X 深さ 0.3

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -083 (第 167図 )

調査区南西部に位置する 。 平而形は，プラ ン・底部とも楕円形である 。 長径1.18m X 短径O.61m X 深さ 0 . 34

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -090 (第167図)

調査区南西部に位置する 。 撹乱や調査区外により全体の把握が困難である 。 平面形は，プラン・底部とも

楕円形である 。 長径1.2m X 短径O.86m X 深さ 0 . 25m を祖1) る 。

本土坑の性格は不明である 。
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D -091 (第167図)

調査区南西部に位置する 。 M-07 と D - 092が重複している。平面形は，プラン ・ 底部とも隅丸長方形で

ある 。 長径1. 16m X 短径O . 94m X 深さ 0.43m を ìJiIJる 。

本土坑の性格は不明である 。

D -092 (第167図)

調査区南西部に位置する。 D - 091に切られている。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径1. 51 

m X 短径1. 16m X 深さ 0.99m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -093 (第167区J)

調査区南西部に位置する。 調査区外で切られている。平面形は ， プラン・底部とも不明である。 長径0.86

m X 短径0 . 5m x 深さ O.73m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D-094 (第 167図)

調査区南西部に位置する。 M-027が重複しサブトレで切られている 。 平面形は，プラン・底部とも楕円

形である 。 長径1.24m X 短径0 . 7m x 深さ 0. 3m を祖Ijる 。

本土坑の性格は不明である。

D -095 (第167図)

調査区南西部に位置する。 M - 027が重複しサブトレで切られてる 。 平面形は，プラン・底部とも円形で

ある。長径1. 3m X 短径1.3m X 深さ 0 . 5 1m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -096 (第 1 67図 )

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン・底部とも楕円形である 。 長径O .92m X 短径0.5m x 深さ 0.53

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -097 (第 1 68図)

調査区南西部に位置する 。 調査区外で切られている 。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である 。 長径1. 9

m X 短径0.3 (現存) m X 深さ 0.7m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -100 (第 168図)

調査区南西部に位置する 。 M-027が重複しサプトレで切られている 。 平面形は，プラン ・ 底部とも椅円

形である 。

本土坑の性格は不明である。
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D -102 (第168図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である 。 長径1.3m X 短径O.66m X 深さ 0 . 27

m をìJ!IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -103 (第 1 68図)

制査区南西部に位置する。 北西側に木の線による撹乱の可能性がある。 平面形は ， プラン ・底部とも楕円

形である。 長径1. 12m X 短径0. 5m x 深さ 0 . 3m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D-104 (第168図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形である 。 長径0.9m x 短径O.84m X 深さ 0. 4m

を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D-1J2 (第168図)

調*区南西部に位置する。 H - 091が重複している。 平面形は.プラン ・ 底部とも椅円形である 。 長径1.55 

m X 短径1.2m X 深さ1. 12m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -113 (第168図)

調査区南西部に位置する。 D-068てψJ られている 。 平而形は プラン ・ 底部とも桁円形である 。 長径O. 95 

(現存) m X 短径 1. 1m X 深さ 0. 46m を測る。

本土坑の性格は不明であ る 。

本遺構から出土した造物のうち，宣~ 1 点を図示 した。

l は土師~if査である。 口縁から底部の 5 8 逃存する。 外面へラケズリ，内面ヘラナデ。 法量は復元口径

14.0cm，残存器高5 . 2cm を iülJ る 。

D -119 (第 1 68図)

調査区南西部に位置する。 H -092が亙複している。 半面形は，プラン ・ 底部とも絡円形である 。 長径1.22 

m X 短径1.07m X 深さ 0. 28m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -120 (第 168図 )

調食区南西部に位置する 。 H -092が重複し D-121に切られている。 平間形は，プラン ・底部とも楕円形

である 。 長径 ( 1. 15) m X 短径O.95m X 深さ 0.37m を測る 。

本土坑の性格は不明である。
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D -121 (第16 8図)

調査区南西部に位置する 。 H- 092 と D -120が重複している。 平面形は，プラン ・底部とも隅丸長方形で

ある。 長径0 . 85m X 短径O.67m X 深さ 0. 49m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -122 (第 168図)

調査区南西部に位置する 。 D -121, 123が重複している。 平面形は，プラン・底部とも桁円形である。 長

径O.72m X 短径0. 5m x 深さ 0. 34m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -123 (第168図)

調査区南西部に位置する。 D-122が重複している。 平面形は，プラン・底部とも楕円形である。 長径0. 57

m X 短径O.34m X 深さ 0. 21m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -124 (第 169図)

調査区南西部に位置する 。 D - 128 ， 129 , 130が重複している。 長径9 . 10 (現存) m X 短径3.50 (現存) m 

x 深さ 0.62m を測る。

本遺構は台地成形の可能性がある。

本遺構から tH土 した造物のうち，杯 1 点 ， 斐 3 札 青14 点を図示した。

l は土郎総杯である。 口縁から底部の 2 3 遺存する。 口縁部ヨコナデ後外商へラケズ 1) ，内部へラナデ。

口径は13.6cm，器高4 . 5cm，底径6 . 4cmを測る。

2 - 4 は土r.i!i告書斐である 。 2 は小型斐で，ほほ完形である。 口縁部ヨコナデ，外商ヘラケズ 1) ，内面ヘラ

ナデ。 口径1 1. 0cm，器高10 .l cm，底径5.7cmを測る。 3 は口縁部から胴部の 1 3 遺存する 。 口縁部ヨコナデ，

外面へラケズリ，内而ヘラナデ。 復元口径18.0cm，残存 ~if高7 .2cm を mll る 。 4 は底部 1 4 泣存する 。 外面へ

ラケズリ，内面ヘラナデ。 残存iHf高2 . 6cm，復元底径16.0cm を測る。

D -128 (第 170図)

調査区南西部に位置する 。 D -124, 129 , 130が重複している 。 平面形は ， プラン・底部は隅丸長方形か

と思われる。 長径1.65 (現存 ) m X 短径0 . 95 (現存) m X 深さ O.32m を視Ijる 。

本土坑の性格は台地成形の可能性がある。

D -129 (第 1 7011(J )

調査区南西部に位笹する。 D-124 , 128, 130が重複している 。 平面形は，プラン ・底部とも附丸長方形

かと思われる。 長径1. 74m X 短径 1.37 (現存) m X 深さ 0 . 58m を測る。

本土坑の性格は台地成形の可能性がある。

D -130 (第170図)

調変区南西部に位置する 。 平面形は ， プラン ・底部とも不整形である 。 長径 (4 . 45 ) m X 短径2 . 45 (現存)
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m x ì:奈さ 0.67m を測る。

台地成形の可能性がある。

D -131 (第 170図)

調査区南西部に位置する。平面形は，プラン ・ 底部とも 円形である。 長径O.5m x 短径O.5m x 深さ 0 . 43m

を ìJW る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -132 (第170図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン・底部とも楕円形である。 長径0.84m x 短径O.58m x 深さ 0. 40

m を胡IJ る 。

本土坑の性格は不明である。

D -133 (第 1 70図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は ， プラン・底音1\ とも楕円形である。 長径0.7m x 短径O.41m x 深さ 0.33

m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -134 (第 170図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラ ン ・ 底部とも楕円形である。 長径O .86m x 短径0. 64m x 深さ 0. 38

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -135 (第 170図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形である。 長径O .58m x 短径0.5m x 深さ 0. 20

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -136 (第 170図)

調査区南凶部に位置する。 平面形は，プラン・底部とも楕円形である。 長径O.94m x 短径0. 65m x 深さ O.16 

m を ìßlJ る 。

本土坑の性格は不明である。

D -137 (第171図)

調査区南西部に位置する。 平面形は， プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径O.79m x 短径O.67m x 深さ 0.25

m を ìJW る 。

本土坑の性格は不明である。
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D -138 (第171図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも精円形である 。 長径o .90m X 短径o.76 (現存)m

×深さ 0.25m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -139 (第 1 7 1図)

調査区南西部に位置する。 平面形は ， プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径o.65m X 短径0. 43 (現存)m

×深さ 0.52m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -140 (第171図)

調査区南西部に位置する 。 地域外で切られている。 平面形は，プラン・底部とも不明である。 長径7.70 (現

存) m X 短径3.42 (現存) m X 深さ 1. 73m を測る。

台地成形の可能性がある 。

D -142 (第171図 )

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも 円形である。 長径O.24m X 短径O.24m X 深さ 0. 24

m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -143 (第171図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも楕円形である 。 長径2 . 16m X 短径1.16m X 深さ 0. 32

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -145 (第 171 図)

調査区南西部に位置する。 平面形は， プラン ・ 底部とも円形である 。 長径O .98m X 短径0.92m x 深さ 0. 39

m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -146 (第17 1図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形である 。 長径O.92m X 短径O.92m X 深さ 0 . 21

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -147 (第 172図)

調査区南西部に位置する。 平面形は ， プラン 底部とも楕円形である。 長径O.93m X 短径O.75m X 深さ 0. 30

m を測る。

本土坑の性格は不明である。
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D -148 (第 172図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形である。 長径O.52m X 短径O .52m X 深さ 0.28

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -151 (第172図)

調査区南西部に位置する 。 平商形は，プラン ・ 底部とも隅丸長方形である 。 長径O.75m X 短径O.65m X 深

さ 0.25m を i則る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -153 (第172図)

調査区南西部に位置する。 平筒形は，プラン・底部とも楕円形である。 長径1.32m X 短径1.09m X 深さ 0.17

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -154 (第172図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形である 。 長径1. 0m X 短径O.94m X 深さ 0.36

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -155 (第172図)

調査区南西部に位置する 。 M-030が重複している。 平而形は，プラン・底部とも楕円形である。 長径1.49 

m X 短径 1. 1m X 深さ 0.64m を iJliJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -156 (第 172図)

調査区南西部に位置する 。 M-030が重複している。 平面形は，プラン・底部とも桁円形である。 長径O .70 

m X 短径O.52m X 深さ 0.26m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -157 (第 172図)

調査区南西部に位置する。 M-030が重抜している。 平商形は，プラン ・ 底部とも桁円形である 。 長径O .70 

m X 短径0.57m x 深さ 0 . 41m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -158 (第 172図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも楕円形である。 長径1.18m X 短径1.02m X 深さ O.53 

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。
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D -159 (第172図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径1.55m X 短径O.66m X 深さ 0.71

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -161 (第173図)

調査区南西部に位置する 。 H- 097が重複している 。 平面形は ， プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径 1. 24 

m X 短径0. 65m x 深さ 0. 37m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -162 (第 1 73図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径1.53m X 短径O.65m X 深さ 0. 39

m を測る。

本土坑の性絡は不明である 。

D -165 (第 1 73図 )

調査区南西部に位置する。 平而形は，プラン ・ 底部とも椅円形である 。 長径4 .84m X 短径3 . 50m X 深さ 0 . 46

m を ìJ削る 。

本土坑の性格は台地整形の可能性がある 。

D -166 (第173図)

調査区南西部に位置する。 D-169が重複している。 平而形は，プラン・底部とも隅丸長方形である。 長

径O.86m X 短径O.35m X 深さ 0 . 38m を iJiIJる 。

本土坑の性格は台地獲形の可能性がある。

D -167 (第 1 73図)

調査区南西部に位置する。 D-169が重複している。 平面形は ， プラン ・ 底部とも桁円形である 。 長径1.30 

m X 短径O.55m X 深 さ 0 . 42m をiJllJ る 。

本土坑の性格は台地撃形の可能性がある。

D -169 (第 1 73図)

調査区南西部に位置する 。 D ー 1 66 ， 167 , 1 70が重複している 。 平面形は，プラン 底部とも長方形である 。

長径3.84 (現存) m X 短径2 . 0m X 深さ 0 . 31m を測る。

本土坑の性格は台地整形の可能性がある 。

D -170 (第 173図)

調査区南西部に位置する。 D - 1 69が重複し，調査区域外で切られる。 平面形は，プラン・底部とも楕円

形である 。 長径0. 90 (現存) m X 短径O.75m X 深さ 0. 30m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。
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D -174 (第 173図)

調査区南西部に位置する。 D - I71 に切られている。 平面形は，プラン ・ 底部とも不整形である 。 長径0. 74

m X 短径0 . 34m x 深さ 0.2m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D-179 (第 1 73図)

調査区南西部に位置する 。 D - 1 77に切られている。 平面形は，プラン 底部とも楕円形である。 長径O.76 

m X 短径0. 69m x 深さ 0.68m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -182 (第 173図)

翻査区南西部に位置する。 平面形は，プラン・底部とも方形である。 長径O.54m X 短径O.45m X 深さ 0. 52

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -184 (第174図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも長方形である 。 長径8 .86m X 短径O.25m X 深さ O. 13 

m を拙IJ る 。 本土坑の性格は台地整形の可能性がある。

D -187 (第 174図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は， プラン・底部とも楕円形である。 長径1.10m X 短径0 . 96m x 深さ O.19 

m を iJW る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -189 (第174図)

調査区南西部に位置する 。 台地整形を切っている。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径1.68 

m X 短径1.44m X 深さ 0.58m を測る 。

本土坑の性絡は不明である。

D -190 (第174図)

調査区南西部に位置する。 D-189により 一部切れている。 平面形は，プラン ・ 底部とも変形方形である。

長径3.66m X 短径2 .61m X 深さ 0. 70m を測る 。

本土坑の性格は台地整形の可能性がある 。

D -192 (第174図)

調査区北東昔話に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも円形である。 長径1.5m X 短径1.43m X 深さ 1.27 

m を掛IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。
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D -195 (第 1 75図)

調査区南西部に位置する。 H - I 0l と重複している。 平面形は ， プラン 底部とも楕円形である 。 長径2.38

m X 短径1. 1m x 深さ 0.76m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -196 (第175図 )

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも楕円形である 。 長径O . 94m X 短径O. 65m X 深さ 0 . 3 1

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -197 (第 175図)

調査区南西部に位置する 。 平而形は，プラン・底部とも不受円形である 。 長径1. 21m X 短径O . 95m X 深さ

0. 27m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -198 (第 175図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部ともやや P l形である 。 長径O . 75 (現存) m X 短径O . 75 

m X 深さ 0. 35m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -199 (第17 5図)

調査区南西部に位置する。 平面形は ， プラン 底部とも不整円形である 。 長径1. 59m X 短径1. 17m X 深さ

0. 38m を訓Ij る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -201 (第 1 75図 )

調査区南西部に位置する 。 平面形は ， プラン ・ 底部とも楕円形である。 長径1. 7m X 短径1. 1m X 深さ 0.56

m を j則る 。

本土坑の性格は不明である。

D -202 (第 175図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は ， プラン ・ 底部とも楕円形である 。 長径1. 4m X 短径1. 15m X 深さ 0.58

m を ìWJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -203 (第 1 75図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも不整長方形である 。 長径1. 74m X 短径O . 93m X 深

さ 0 . 95m を胡IJ る 。

本土坑の性格は不明である。
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D -204 (第 17 5図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも|塙丸方形である。長径1.45m X 短径O .54m X 深さ

0.59m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -207 (第 17 6図)

調査区南西部に位置する。 平面形は， プラン ・底部とも精円形である。 長径1.43 (現存) m X 短径1.36m 

×深さ 0 . 74m を i則る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -208 (第176凶 )

調査区南西部に位↑置する 。 平面形は，プラン 田 底部とも円形である 。 長径O.73m X 短径O. 72m x 深 さ 0.47

m を測る。

本土坑の性絡は不明である 。

D -210 (第 176図)

調査区南西部に位置する。 平面形は ， プラン ・底部とも変形長方形である。 長径1.46m x 短径1. 13m X 深

さ 0 . 93m を証明る 。

本土坑の性格は不明である。

D -211 (第177 ・ 178図 )

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・底部とも柏円形である 。 長径8.00m x 短径4 .90m X 深さ 2 . 00

(現存 ) m を iJ!IJ る 。 本土坑は階段が巡らされており ，階段状遺構とするが，井戸であった可能性もある 。

本遺構から出土した造物のうち，鉢 I 点，斐 2 点， i!1 2 点，臥 2 点 ， 陶器 1 点，石製品 5 点，鉄製品 3 点，

玉 4 点，計20 点を図示した。

l は土師器阪で口縁部 1 6 遺存する。 外而へラケズリ，内而へラナデ。 復元口径24.0cm，残存器高5. 5cm

を世間る 。

2 は土師詩型Eの底部で残存総高2.0cm ， 1.氏径7.0cm を測る。

3 は須恵器長頭査の口縁}十 1 4 遺存する。 ロクロ成形。 復元口径8.0cm ， 残存1l~高3.5cmを測る 。 4 は須

恋務室の底部 1 4 逃存する 。 残存器高0.9cm ， 復元底後6 . 4cmを測る 。

5 は土師器鉢の口縁片である 。

6 と 7 は土Cilí器甑である。 6 は口縁片である。 7 は弥生土日時の斐片である。

8 は陶磁器である 。

9 から 12は砥おである 。 9 は残存長3 . 0cm，幅2 . 6cm ， 1享さ 2 . 0cm，重量tl6. I g を iJ11Jる 。 10は長さ 8.4四，幅

4.lcm , 2 目 Ocm ，重量77. 2g を拙IJ る 。 11は残存長7.3cm ，中高2.8cm ， 厚さ1. 6cm，重量35 . 7g を祖IJ る 。 12は残存

長8. 8咽，幅2.2cm，重量47 目 8g を測る。

13は軽石である。 長さ 4. 8cm，幅1. 8cm，厚さ 1. 3cm，重量1. 8g を iJlIJ る 。

14は鉄鉱の茎部分である。 残存長4. 3cm，幅0.45cm，厚さ 0.3cm，霊長2.2g を調IJ る 。

1 5は刀子である 。 残存長9.9cm，幅0.4cm ， 0.8cm，厚さ 0.2cm，重量6.0g を測る 。
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16は火打ち金か。 残存長7.3cm，幅2.3cm，重量39 . 3g を測る。

17は石製の管玉である 。 長さ 2.3cm，径0.5cm，孔径0 . 3cm，重量0.9g を測る。

18は士玉である。 長さ 0 . 9cm ， 幅0 . 6cm，孔径0.2cm，重量0 . 5g を測る 。

19は土玉である 。 長さ 1. 4cm ， 幅1. 2cm，孔径0 . 2cm，重量2.1g を測る 。

20は土製勾玉である。 長さ 3 . 1cm，幅 1. 2cm，孔径O.2cm，重量4 . 7g を測る u

D -213 (第176図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形である 。 長径1.80 (現存) m X 短径0.80m

×深さ 0.70m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D-215 (第 1 76図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも楕円形である 。 長径1.45m X 短径1. 25m X 深さ 1. 64 

m を I則る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -216 (第 176図)

調査区南西部に位置する。平面形は，プラン ・ 底部とも円形である 。 長径O. 68m X 短径O . 64m X 深さ O. 90 

m を祖IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -217 (第 176図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも符円形である 。 長径0 . 6m x 短径0.3m x 深さ 0. 1 3

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -227 (第 1 76図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン・底部とも円形である 。 長径1. 15m X 短径0 . 9m x 深さ 0.40

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -228 (第 179図 )

調査区南部に位置する 。 平筒形は，プラン ・ 底部とも円形である。 長径O . 88m X 短径0.78m x 深さ 0 . 21 m

を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -229 (第179図 )

調査区南部に位置する 。 平面形は， プラン ・底部とも円形である 。 長径1. 26m X 短径106m x 深さ 0 . 22m

を I則る 。
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本土坑の性格は不明である。

D-230 (第 179図)

調査区南部に位置する。 平而形は。 プラン ・ 底部とも円形である。 長径O.98m X 短径0. 9m x 深さ 0 . 301 を

捌IJ る 。

本土坑の性絡は不明である。

D -1001 (第 179図)

調査区微同地上部分のjl!íに位置する 。 B -1004の柱穴群に切 られている。 平而形は，プラン 底部とも半

円形である 。 長径3 .48m X 短径2 .45m x 深さ 2 . 3m を淵IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

本遺構より出土した遺物のうち 2 点を図示した。

I は羽口である。 現存長5 . 3cm ， lRfo1 33 . 63g を ìJlIJ る 。

2 は椀形浮である。 現存長6. 1 5cm. 幅4 . 6cm . 厚さ 2.2cm. 重量59 .4 g を社IIJ る 。

D-1003 (第 1 80図)

調査区微高地上部分の一凶に位位する。 平図形は，プラン ー 底部とも隅丸長方形である。 長径2.9601 X 短径

2. 46m X 深さ 0 . 4m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

本i立榊より出土した遺物のうち羽口 l 占 ， 石製品 2 点 ， 鉄製品等 4 点 。 計 7 点を図示した。

1 は羽口である 。 現存長ι6cm，重量57.7g を測る 。

2 と 3 は砥石である。 現存長2 . 6cm，何2. 1 cm ， ll7-さ 1. 8cm，重量 13 . 4g を ìWJ る 。 3 は現存長2 1. 6cm ， 幅 1 0.3

cm , J亨さ 9.0cm，重量280 1. Og を測る 。 転用の可能性がある。

4 は椀形様である。 現存長7 . 2cm. 幅6.2cm ， 厚さ 2 . 3cm，重量94 . 3g を測る 。

5 はスラグである。 現存長7.1 cm ， 幅5 . 4cm ， 厚さ 2 . 4叩。 重量]]1. 8g を測る 。

6 と 7 は不明鉄Wr+である 。 現存長l 目 9cm，幅0目 5cm ， I干さ 0.1 -0 . 2cm. lJ):訟O . 75g を jßIJ る 。 7 は現存長3 . 6

cm，中国3 . 0cm ， J写さ 0 . 3cm ， .ifU'f 12. 4g を測る 。

D-1014 (第179図)

調査区微高地上部分の聞に{立ii1する 。 平面形は，プラン 底部とも不整円形である。 長径1.05m X 短径0.8

m X 深さ 0 . 34m を !日IJ る 。

本土坑の性絡は不明である。

D-1023 (第 179図)

調査区微高地上部分の西に位置する。 調査区外に切られる。 平而形は， プラン ・ 底部とも不整形である。

長径2 . 5301 X 短径2. 7701 X 深さ 0.1 9m を測る 。

本土坑の性絡は不明である。
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D-055 (第18 1図)

第 6 ~î 中世

調査区南西宮1\に位置する。 D -057を切る 。 平面形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径2.80m X 短径1.40m 

x 深さ 0.35m を討lil る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり 底而は平坦でよく踏み固められており，周溝が巡らさ

れている 。 掘り込みが浅く，南西から南東にかけて上場が傾斜しているのは，後世の台地盤形によるものと

考えられる。

本遺構から出土した造物のうち陶磁器片 1 点を図示した。

1 は瀬戸 ・ 美濃の灰利l平椀片である。 外面回転ヘラケズリを施しである 。 外而 1 2 と内面には粕がかか

っている 。

D -056 (第 181図)

調査区南西宮1\に位置する。 D -057 ・ 058を切る。 平而形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径2. 25m X 短径

1. 60m X 深さ 0.37m を測る。 壁は U 字型に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められている。

本遺構から出土した造物のうち石製品 1 点を図示した。

1 は砥石である 。 長さ 12.8cm. 問2. 2cm，重量68 . 3g を測る 。

D -057 (第 18 1図)

調査区南西部に位置する。 D-055に切られる。 平面形は南側が消失しているが|偶丸方形を呈していると

思われる 。 規ft!は長径3 . 85m X 短後3 . 23 (現存) m X 深さ 0. 19m を ill ll る 。 日産は U 字型に立ち仁がり，掘り

込みが浅く，南西から南東にかけて上場が傾斜しているのは，後世の台地整形によるものと考えられる。

D -058 (第 1811\'(1)

調査区南西部に位置する。 D-056に切られる。 平 lfîi形は南側が他の遺構に切られているが，隅丸長方形

を皇すると考えられる 。 規模は長径3.25m X 短径2.15 (現存) m X 深さ 0 . 20m を iffll る 。 壁は逆ハの字に立ち

上がり，成田は平坦でよく踏み固められており，周i\Yj:が巡らされている。 摘り込みが浅く，南西から南東に

かけて上場が傾斜しているのは，後世の台地整形によるものと考えられる 。

D-105 (第 1821~ )

調査区南西部に位置する 。 D-107を切る。 平而形は長方形の一吉1\が残存する。 規模は長径2.80m X 短径

1. 14 (現存) m X 深さ 0.96m を iliIJる 。 壁は U 字型に立ち上がり，底而は平坦でよく踏み固められている 。

D -106 (第 1821量1)

調査区南西部に位置する 。 平「同形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径2. 72m X 短径1.11m X 深さ 0.52m を

illil る 。 盛は逆ハの字型に立ち上がり ， 底面は平坦でよく踏み固められている。

D -107 (第 182図)

調査区南西部に位置する 。 D-105に切られる。 平面形は楕円形を呈する。 規模は長径3.30m X 短径2 . 00

(現存) m X 深さ 0.46m を ißl] る 。 壁は U 字型に立ち上がり，底面はやや平坦である。
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D -110 (第 1 81 図)

調査区南西部に位置する。 平面形は楕円形を呈する。規模は長径O. 60m X 短径O.50m X 深さ 0 . 21m をiR~

る。壁は逆ハの字に立ち上がり，掘り込みは浅い。

D -111 (第18 1図)

調査区南西部に位置する。 D - 057を切る。平面形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径1.70m X 短径0.7m

×深さ 0. 21m を調IJ る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み閏められており，周溝が巡らさ

れている 。 掘り込みが浅く，南西から南東にかけて上場が傾斜しているのは，後世の台地整形によるものと

考えられる 。

D -114 (第 181 図)

調査区南西部に位置する。 平面形は隅丸方形を呈する 。 規模は長径1. 10m X 短径O. 90m X 深さ 0.35m を測

る 。 検出面からの掘り込みは比較的浅い。 歯と骨粉が検出した。

本選構から出土した遺物のうち，古銭 4 点を図示した。

D -115 (第 182図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は長楕円形を呈する。 規模は長径2 .56m X 短径1. 62m X 深さ 0 . 46m を測

る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり ， 底面は平坦でユよく踏み固められている。 掘り込みは浅い。

D -116 (第182図)

調査区南西部に位置する 。 平而形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径2.28m X 短径1.70m X 深さ 0 . 52m を

測る。 壁はやや垂直に立ち上がり，底面は木根による撹乱で破壊されているが，平坦でよく踏み固められて

いる 。

D -117 (第 182図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径2.84m X 短径1.57m X 深さ 0 . 89m を

i~IJ る 。 底面は平坦でよく踏み固められ，段がある 。 墓が 2 基重複している可能性もある 。

D -118 (第 183図)

調査区南西部に位置する。 平面形は椅円形を呈する 。 規模は長径1. 60m X 短径1.32m X 深さ 0.21m を視IJ

る 。 遺構の東部分は消失している。 商壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められている 。

D -141 (第 183図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径3.22m X 短径 1.47m X 深さ 0 . 58m を

測る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められていた。 上場から底面まで焼土が検出さ

れた。 石臼は下臼を逆さにした状態で焼土とともに出土した。

本遺構から出土した造物のうち，石製品 1 点を図示した。

1 は石臼の下臼である。 直径44. 0cm，高さ 13.8cm，重量23 . 0g を測る。

280 



第 6 'i1中世

D -144 (第 183図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は楕円形を呈する 。 規模は長径1.33m X 短径1.20m X 深さ 0.70m を測

る 。 !!lは逆ハの字に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み闘められている 。

D-149 (第183図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は長椅円形を呈する 。 規模は長径1.52m X 短径1.04m X 深さ 0.15m を測

る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められている。

D -150 (第 183図)

調査区南西部に位置する。 平面形は長楕円形を呈する。 規模は長径1.60m X 短径1.OOm X 深さ 0.40m を測

る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められている。

D -152 (第 183図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は長楕円形を皇する。 規模は長径1.22m X 短径O. 53m X 深さ 0.60m を測

る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底面は柱穴らしきピットがみられる 。 D ー 141に伴う遺構の可能性がある 。

D -163 (第 184図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は椅円形を呈する。 規模は長径1.08m X 短径O. 75m X 深さ 0 . 52m を測

る 。 壁は逆ハの字に立ち上がる。 墓域の中心部にあるので土坑墓の可能性がある 。

D -164 (第 1 85図)

調査区南西部に位置する 。 D - 178に切られる 。 平而形は椅円形を呈する 。 規模は長径1.31m X 短径1.03m 

× 深さ 0.57m を測る。 壁は逆ハの字に立ち上がる 。 墓域の中心部にあるので土坑墓の可能性がある。

D -168 (第 184図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は長椅円形を呈する 。 規模は長径2.90m X 短径1.60m X 深さ 0.27m を祖IJ

る 。 壁は逆ハの字に立ち上がる。 ピットを伴う 。 墓 liOCの中心部にあるので土坑墓の可能性がある 。

D -172 (第 184図)

調査区南西部に位置する。 平而形は精円形を呈する。 規模は長径O .82m X 短径O.57m X 深さ 0.42m を測

る 。 墓域に存在するため，土坑墓に関連する遺構の可能性がある 。

D -173 (第 184図)

調査区南西宮J\に位置する 。 平面形は務円形を呈する。 規模は長径1.05m X 短径O.7lm X 深さ 0.52m を測

る 。 墓域に存在するため，土:I)[募に関連する遺構の可能性がある 。

D -175 (第 184図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は楕円形を呈する。 規模は長径2.02m X 短径1.48m X 深さ O . 34m を担~

る 。 墜は逆ハの字に立ち上がり，底而はよく踏み固められており ， ピットを伴う 。 極めて微量な骨粉が検出
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された。

D-176 (第184図)

調査区南西部に位置する。平面形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径1.93m X 短径1.30m X 深さ 0 . 44m を

調1) る。壁は逆ハの字に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められている。

D-177 (第 185図)

調査区南西部に位置する 。 D - 178 ' 179を切る 。 平面形は楕円形を呈する。 規模は長径1. 17m X 短径0.85

m X 深さ 0.50m を視1) る 。 墓域に存在するため，土坑墓の可能性がある 。

D -178 (第 1 85図)

調査区南西部に位置する 。 D -l77に切られる。 平面形は務円形を呈する 。 規模は長径O. 95m X 短径0.80m

×深さ 0. 33m を測る 。 墓域に存在するため ， 土坑墓の可能性がある。

D-180 (第 185図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は不務附丸長方形を呈する 。 規模は長径2 .42m X 短径1.40m X 深さ 0. 5 1

m を測る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められており，ピットを伴う 。

D -181 (第 185図)

調査区南西部に位置する。 平面形は楕円形を呈する 。 規模は長径1.02m X 短径O .75m X 深さ 0.22m を出1)

る 。 墓域に存在するため，土坑墓の可能性がある 。

D -183 (第 185図)

調査区南西部に位置する。 平面形は精円形を呈する 。 規模は長径1.09m X 短径 1.03m X 深さ 0. 4 1m を出1)

る 。 墓域に存在するため，土坑墓の可能性がある 。

D -218 (第185図)

調査区南西部に位置する。 平面形は楕円形を呈する。 規模は長径1.28m X 短径 1.04m X 深さ 1. 45m をì*I)

る 。 墓域に存在するため，士坑墓の可能性がある 。

D -220 (第 185図)

調査区南西部に位笹する 。 平面形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径1.45m X 短径O .93m X 深さ 0.50m を

測る 。 星空は逆ハの字に立ち上がり，底聞は平坦でよく踏み閏められている 。

D-IOOO (第 186図)

調査区西部に位置する 。 平面形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径2 . 28m x 短径1.53m X 深さ 0. 52m を測

る 。 壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面は平坦でよく踏み固められている 。 木棺直葬墓であり ， 木棺の腐食部

分が，セクションよりうかがえる。

本遺構から出土した造物のうち鉄製品 4 点と銅製品 l 点と古銭 4 点， 言 ) . 9 点を図示した。
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1 は釘である。 現存長2.4cm，幅0. 3cm，厚さ 0.3cm，重量1. 27g である 。

2 から 4 は用途不明鉄製品である。 2 は現存長2 . 3cm，幅1. 2cm，厚さ O. 2cm，重量2.96g である。 3 は現

存長4.0cm，幅0.9cm，厚さ 0 . 7cm，重量5 . 15g である。 4 は現存長3.0cm，幅2.7cm ， 厚さ O. 2cm ， 重量3 . 45g

である 。

5 は青銅製品である。現存長4 . 2cm，閥J. 6cm，厚き 0.2cm ， 重量5 . 85g である 。

6-9 は古銭である。

D-1004 (第 186図)

調査区微高地上部分の西に位置する 。 平而形は長楕円形を呈する。 規模は長径1.96m X 短径 1.51m X 深さ

0. 30m を測る。 壁はほぼ垂直に立ち上がり，底簡は平坦でよく踏み固められている 。

本遺構から出土した造物のうち土製品1.<2:を凶示した。

1 は羽口片である 。 現存長7 . 6cm，重さ 61. 4g である。

D-1006 (第 187図)

調査区微高地上部分の酋に位置する 。 N-003に切られる 。 平面形は|判丸長方形を呈する 。 規模は長径2 . 45

m X 短径1.88m X 深さ 0 . 63m を測る 。 土坑の中にさらに上坑があるが，これは木儲慕を直非した部分であ

る 。 壁はどちらも逆ハの字に立ち上がり，底而はどちらも平坦である 。 外側の!こ;ザLには薄い周溝が 部巡ら

されている 。 土居 2 ・ 3 . 4 . 5 は木箱を衷込めした土である。

本遺構から出土した造物のうち鉄製品 1 点を図示した。

l は鉄鍛の茎部である 。 現存長2 . 5cm，幅0. 35cm ， J亨さ 0.3cm ， 重き 0.9g である。

D -1012 (第 186図)

調査区微高地上部分の西に位f貸する 。 平面]彰は目~丸長方形を呈する 。 規模は長f手J.20m X 短径O.90m X 深

さ 0.13 111 を測る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底而は平坦でよく踏み固められている 。

D -1013 (第 187図)

調査区微高地 |二部分の固に位置する。 D-014 と N -013に切 られる。 平而形は附ヌL長方形を呈する。 規模

は長径2. 12m X 短径1.40m X 深さ 0.32m を測る 。 土坑の中にさらに土坑があるが， これは木棺墓を直葬した

部分である 。 ~はとちらも逆ハの字に立ち上がか底而はとちらも平坦である 。 土層 2 ・ 3 ・ 4 ・は木棺を

装込めした土層である 。

本遺構から出土した造物のうち鉄製品 ] 点を関示 した。

D -1015 (第 1 87 ・ 1 88図)

調査区微高地上部分の凶に{立1iïする 。 平而形は|明丸長方形を呈する。 規模は長径2目 80m x 短径 1. 94111 X 深

さ 0.79m を測る 。 底面は平坦である。 土:tj(の中にさらに土坑があるが，これは木備基を直葬した部分であ

る 。 日産はどちらもほぼ垂直に立ち上がる 。 土層の 7 ・ 8 ・ 9 ・ 10 ・ 11は木箱堆積土で 2 ・ 3 . 4 . 5 ・ 6

は木棺を裏込めした土である 。 掘りからはピットが検出された。

本遺構から出土した遺物のうち鉄製品 4 点，石製品 1 点，計 5 点を図示した。

1 は砥石で，現存長7.3cm，幅3.2cm，重さ 67.3g である。
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2 から 4 は刀子である。 2 は現存長3. 0cm，幅O. 7叩，厚さ 0.2cm，重さ1. 7g である。 3 は現存長4 .6cm ，

幅1. 1cm，厚き0.1-0. 2cm，重さ 3.5cmである。 4 は現存長5.6四，幅0 . 7-0. 9cm，厚さ O . 2cm，重さ 4 . 0g で

ある。

5 は鍵である。現存長7 . 2cm ， 幅0.5cm，厚さ 0. 3cm，重さ 7 . 0g である。

D -1016 (第 188図)

調査区微高地上部分の西に位置する 。 平而形は附丸長方形を呈する 。 規模は長径2.10m X 短径1.70m X 深

さ 0 . 69m を ißIJ る 。 底面は平坦である 。 土坑の中にさらに士坑があるが，これは木棺慕を甫葬した部分であ

る。 壁はどちらもほぼ垂直に立ち上がる。 土層の 1 ・ 2 . 3 . 4 は木棺堆積土， 7 . 8 ・ 9 ・ 10は木棺を裏

込めした土である 。 掘りからはピットが検出された。

D -1022 (第189図)

調査区微高地上部分の凶に位世する。 D -1026に切られる 。 平面形は隅丸長方形と思われる。 規模は長径

1. 60 (現存) m X 短径1. 12m X 深さ 0 . 65m を測る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，成而は平坦でよく踏み固め

られている 。

D -1024 (第189図)

調査区微高地上部分の酉に位tnする 。 平而形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径2.44m X 短径1. 56m X 深

さ 0 . 29m を首!lJ る 。 底面は平坦である 。 壁はほぼ垂直に立ち上がる 。 底lliíから粘土が検出された。

本jfi僻から出土した造物のうち鉄製品 2 点，古銭 l 点，計 3 点を図示した。

l と 2 は釘か。 1 は現存長8 . 3cm，師0.7cm ， J平さ O . 7cm，重さ 0 . 9g である 。 2 は J.J!.存長 4.4cm，幅0. 4cm ，

厚さ 0.4cm，重さ 5目 5g である 。

3 は古銭である 。

D -1026 (第 1 89図)

調査区微高地上部分の凶に位置する 。 D-1022 と D-1027に切られる 。 平而形は|叫丸長方形と思われる。

規模は長径1. 10m X 短径O .76m X 深さ 0. 54m を iJIIJ る 。 !itは逆ハの字に立ち上がり ， J氏而は平坦でよく踏み固

められている 。

4>:逃fIIlから出土した造物のうち鉄製品 1 ..~:を閃示した。

I は現存長5 . 1 cm，幅0.4cm ， 厚さ 0.4cm，重 さ 2 .1 8g である。

D …1027 (第 189図)

調子E区微高地上部分の西に位位する 。 D -1026に 切られる。 平而形は隅丸長方形と思われる 。 規模は長径

1. 00 (現存) m X 短径0.44 (現存) m X 深さ 0.27m を討!IJ る 。 壁は逆ハの字に立ち上がり，底面はよく踏み固

められている。

D -1028 (第 1 88図)

調'tl:区微高地上部分の西に位置する。 平面形は附丸長方形を呈する 。 規模は長径2. 16m X 短径1.90m X 深

さ 0.69m を iJllJ る 。 底而は平坦である。 壁はほぼ垂直に立ち上がる。 木棺墓直葬で，土府に木棺跡が顕著に
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認められる。 土層には土層の 5 ・ 6 . 7 は木箱を袈込めした土層である 。

本遺構から出土した造物のうち鉄製品 2 点を図示した。

1 と 2 は釘である。 1 は現存長2. 8cm . 幅O. 5cm. 重量1. 95g を mlJ る 。 2 は現存長2. 5cm . 幅O . 9cm . 重量 1.57 

g を測る。
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粘土貼り土坑墓

N -001 (第 189図)

調査区微高地上部分の南西に位置する。 平面形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径2 .39m X 短径 1.93m X 

深さ 0 . 5m を測る 。 厚さ約20cmの粘土が護状に貼られている 。 壁は逆台形に立ち上がり，底面は平坦である 。

N -002 (第 1 90図)

調査区微高地上部分の中央に位置する 。 平商形はほぼ円形を呈する 。 規模は長後1. 55m X 短径約1. 20m X 

深さ 0.25m を測る。 山砂除去後の規棋は 1. 69m X 短径約1.40m X 深さ 0.37m。 長径0. 7m を測る 。 !車さ約 10

cmの粘土が叢状に夜われていた。 壁は逆台形に立ち上がる。 壁面および底面に，厚さ約lOcmの粘土が貼られ

ている 。

N -003 (第 190図 )

調査区微高地上部分の東南に位置する。 D -1006を切る 。 平面形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径1.68 

m X 短径1.55m X 深さ 0 . 41m を測る。 粘土除去後の規模は，長径2 . 18m X 短径2 .09m X 深さ 0. 46m を視IJ る 。

J早さ約20cmの山砂が室長状に覆われていた。 感は逆ハの字に立ち上がる 。 壁面および底面は厚き約 1 0cmの粘土

が貼られている 。 本遺構から出土したi品物のうち 1 点を図示した。

l はスラグである 。 現存長7.2cm，幅5. 8cm ， I早 さ 2 . 0cm，重さ 1 1 2 . 3g である 。

N -004 (第 1 90図)

調査区微高地上部分の東に位置する。 平 l(fi形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径2 .30m X 短径1.59m X 深

さ 0 . 43m を ifflJ る 。 粘土除去後の規模は，長径2.35m X 短径1.63m X 深さ 0. 44m を測る 。 援は逆ハの字に立ち

上がる。 壁面および底而は厚さ約10cmの粘土が貼られている。

N -005 (第19 1 図)

調査区微高地上部分の北東に位i丘する 。 サブトレに切られる 。 平而形は桁円形を呈する 。 規模は長径1.68 

m X 短径 1. 55m X 深さ 0.4 1m を測る。 粘土除去後の規模は，長径2 . 18m X 短径2.09m X 深さ 0 . 46m を測る。

厚さ約20cmの山砂が蓋状に覆われていた。 壁は逆ハの字に立ち上がる 。 壁商および底面は厚さ約lOcmの粘土

が11占られている 。

本遺構から出土した造物のうち 2lJ. を図示 した。

]と 2 は羽口である。 1 は現存長4 . 9cm，重さ 33.9g である。 2 は現存長4 . 2cm，重さ 26.0g である 。

N -006 ( 第191図)

調査区微高地上部分の北東に位置する。王IZ而形は円形を呈する 。 規模は長径1. 10m X 短径O.89m X 深さ

0.05m を iJllJ る 。 粘土除去後の規棋は，長径1.20m X 短径O .92m X 深さ 0.10m を甘IIJ る 。 壁はゆるやかに立ち上

がる 。 壁面および底面は厚さ約50cm-80cmの粘土がJ!占られている 。

N -007 (第 1 91図)

調査区微高地上部分の西南に位置する 。 平面形は隅丸長方形を呈する。 規模は長径1.65m X 短径1. 28m X 

深さ 0. 27m を測る。 粘土除去後の規模は ， 長径1.56m X 短径1. 14m X 深さ 0. 42m を測る。 !享さ約10cm-22cm

286 



第 6草中世

の粘土が重量状に磁われていた。 壁は U 字型に立ち上がる 。

N -008 (第192図)

調査区微高地上部分の西南に位置する。 平面形は隅丸長方形を呈する 。 規模は長径1. 29m X 推定短径1. 15 

m X 深さ 0.13m を測る 。 粘土除去後の規模は ， 長径1. 45m X 推定短径1. 25m X 深さ 0 . 18m を iMlJ る。g'fは U

字型に立ち上がる。壁画および底而は厚さ約 5 cm- 1 0cmの粘土が貼られている。

N -009 (第 192医J)

調査区微高地上部分の東南に位置する。 平面形はだるま型を呈する。 規模は長径1. 37m X 短径1. 27m X 深

さ 0 . 30m を ifflJ る 。 厚さ約 5 cmの粘土と 山砂が叢状に被われていた。 壁は U 字~に立ち上がる 。

N -011 (第192図)

調査区微高地上部分の東南に位世する 。 平而形は椅円形を呈する 。 規模は長径1. 30m X 短径 1. 25m x 深さ

0.15m を iJ[lJ る 。 厚さ約20cmの山砂が蓋状に綴われていた。 壁は緩やかに立ち上がる。 盛岡および底面は厚

さ約lOcmの粘土がl!占られている 。

N -012 (第 192図)

捌査区微高地上部分の西南に位置する。 N-013を切る 。 平面形は隅丸円形をMする 。 規模は長径0.91m

×短径O . 87m X 深さ 0.19m を測る 。 粘土除去後の規模は，長径O . 93m X 短径0. 89m X 深さ 0. 28m を測る。 壁

は U 字型に立ち上がる。 壁面および底面はl亨さ約10cmの粘土が貼られている 。

N -013 (第 192悶)

調査区微高地上部分の西南に位i訂す る 。 N-012. D-I014に切られる。 平筒形は隅丸円形を呈する。規模

は長径1. 15m X 短径1. OOm X 深さ 0.14m を測る。 粘土除去後の規模は，長径2.18m X 短径2 . 09m X 深さ 0.46

m を測る 。 !亨さ約20cmの山砂が蓋状に被われていた。 壁は逆ハの字に立ち上がる 。 日産前および底面は厚さ

約lOcmの粘土が貼られている 。

N -014 (第 192図)

調査区南部に位置する。 平間径は隅丸長方形を呈する。 カクランに切られる 。 規模は長径2 . 18m X 短径

1. 57m X 深さ 0 . 35m を測る。 床聞から監査まで全体に粘士即i りである。
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土田説明 D -1α)() 

鼎描色 ロ ー ム粒 カーボン粒少量

時制色 ロー ム粒 カーボン粒 ロ ー ムプロ ック

(大粒) 山砂粒
3 時絢色 ローム粒 カーボン粒ーロームプロ γ ク

(大粒)多量山砂少量
4 "百悩色 ロ ー ム粒桜畳 (本附底の腐色 上)
5 11昨褐色 ローム粒 山砂粒少量
6 að褐色 ロ ムプロァク多抗、山砂少量.締まり有り
7 暗槌色ロム粒中1量
8 暗前倒色 !H柏色土粒を古む

⑨ 
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第一 186図 D -1000 ・ 1004 ・ 10 1 2実測図 ・ 出土遺物
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品悩色 ロ ー ム粒 ロ ームプロック
j-'古t

2 且l尚色 ローム位置量
3 m制色 ロームプロック含む
4 1.1:\尚色 ローム粒 ロームプロック

少量
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土層説明 D-jαl6 
1 m褐色 ローム粒 ロームブロ ッ ク少最
2 黒褐色 ローム粒 ロームプロ ッ ク中量
3 ~褐色 ローム粒 ロームプロ ッ ク多量
4 黒褐色ロム粒少量
5 黒褐色ロム粒ロムプロ ッ ク少量

6 aa総色ロ ムプロ ッ ク多量
二二一 aff褐色 ロームf.1 . ロームプロ ッ ク多量

8 黒褐色 ローム粒少量
9 県相色ローム粒 ロームブロ ッ ク中最
叩暗椙色ロームプロ ッ ク多量
II 思尚邑ロ ム粒少量
12 時制色ロム粒多量ロムブロ ッ ク

少量

第 5 節 士坑墓および粘土貼り土坑墓
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口I/TII 
/ 11 

言
0-1006 

ul 

A 13.3凹m 」主

B 13.3佃m
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A 

言
Dー 1013 :::: 

土層説明 0-1013 
l 陪褐色 ロームブロック少量

2 暗褐色 ローム粒世量

3 暗褐色 ロームプロック少量
4 aff椙色 ロームプロック少量
5 ~ff間色 ロームプロァク少量、

粘性強い

6 暗褐色ロ ムプロ γ ク多量

Bð相色 ロ ムプロック多量、

粘性強い

8 暗絡色ローム桂ローム

ブロック少量

ul ⑧ 泊l

A 13醐m K 

級協初級

0-1006 
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土層説明 D-1015 

A' 時総色ローム粒ロ ムブロ ッ ク
{大粒) 少量

2 期尚色 ロームプロ ァ ク {太粒) 少量

3 黒臨色 ローム並置置

4 黒褐色 ロームプロック聞量

5 黒椙色 ローム紅 ロームプロック多量
6 県総色ローム蛇主体粘性有り
7 黒褐色ローム誼山砂粒中i止
8 思筒色ローム粒 ロームプロック

粘土粒少量
9 .'.11働色 ロームプロック概量

10 黒同色ローム粒 ロームプロック概量 <

II 暗闇色ローム誼主体粘性有り l (j曲)
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l 出出色ローム粒ローム l 色 ローム粒色 ロームプロック

プロック少量
思制 土誼からなる庇白少量

2 日昔褐色 ローム粒色 ロームプロ ッ ク
2 鼎尚色 ローム粧少量 県側目 土粒からなる斑市中量
3 tJA尚色 ローム絵山砂粒少量 3 晴樹色 ロ ー ム粒 ロームプロ 7 ク

4 鼎間色 ローム粒少量 1-る廃125 晴樹色 ロ ームブロック少量 4 暗槌色 ロ ←ム ロームプロック 。 (I ; 2) 5cm 

6 時間色ロム粒ロム m褐色粒からなる斑占多

プロヅク 山砂粒少量 5 暗褐色 ローム ロームプロ ッ ク世少量、
思割目色 粒からなる従白多

7 暗褐色 ロームプロ ッ ク少量
6 昭日高椙尚色也 ローム ロームプロァク中量

8 暗褐色ロ ム粒少量、粘性イf り 7 ロ ー ム ロ ー ムプロック

鼎悩 土粒からなる斑白少量

8 HHHEEE 椙幅褐色色色 ローム 少量9 ロームプロック
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rン \\」三主i{ ! | 巡 -経 {⑬ 
0-1024 3 

土附組明 D 叩2<
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2 暗褐色 ローム桂 ロームプロ 7 ク少量
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物滅多多
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2 時栂色ロム駐中量
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第 6 節溝

第 6節溝 (中世)

M -002 (第193図)

調査区南東に位置する。 北から南に向かつてやや直線に延びる 。 本遺構北端で M-003を切る。 延長21m ，

幅0 . 5-0. 7m，深さ0.4-0. 5m を測る。

M -003 (第1 93図)

調査区南東に位置する。 北東から東に向かつて直線に延びる。 本遺構東端で M-002に，北端で M-005

に切られる 。 延長15m，幅0 . 5-0. 7m，深さ O.4-0. 5m を測る。

M -004 (第193図)

調査区南東に位置する 。 途中立ち消えるものの北東から南西へ延びる。 本遺構北端で M - 003と直行し切

られる 。 北東部側の延長25m，南西部側の延長2.0m，開1. 2-1. 5m，奈さ O.28-0. 6m を測る。

M -005 (第193図)

調査区南東に位置する。 北東から南西に向かつて直線に延び，立ち消える。 本遺構南端で M-003 と 直行

し切る 。 延長12m，幅0 . 4-0.45m，深さ 0. 3-0 . 35m を損Ijる 。

M -006 (第193図)

調査区北に位置する。 北西から南東に向かつ てくの字に延びる。 本遺構北西端では M-045に ， 南東端で

は H -005に切られる。 延長33m，幅1. 1 - 1. 2m，深さ O.3-0. 6m を測る。

M -014 (第193図)

調査区中央に位置する。 北から南に向かつ て直線に延びる 。 本遺構中央では H-048 , 049に占地する。 延

長34m ， 幅0 . 3-0 . 5m，深さ 0 . 15-0 . 25m を測る 。

M -015 (第 1 93図)

調査区中央北に位置する。 西から束に向かつて直線に延びる。 M-016 と M-018 と M-019とほぼ平行し

ている 。 本遺構束端で H -055と占地する 。 延長11m，幅0.9- 1. 0m ， 深さ O.22-0. 28m を測る 。

M -016 (第 193図)

調査区中央北に位置する 。 東から西に向かつて直線に延びる。 M-01 5 と M-018 と M - 0 1 9 とほぼ平行し

ている 。 延長19m，幅O.63m-0. 70m，深さ O.08m-0. 1 2m を測る 。

M -017 (第 1 93図)

調査区中央北に位置する 。 北西から束にくの字に延びるが，中央が立ち消えている 。 本遺構北西端では H

-06 1 と，北東端では H -056と占地する 。 延長は本遺構北西端では 2 m ， 北東端では 6m，幅は0.57-0 . 65

m，架さ 0.08-0. 14m を測る。
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M -018 (第193図)

調査区中央北に位置する 。 東から西に直線に延びる。 本遺構中央では M-001 と占地する。 延長10m，幅

0.9m- 1. 0m，深さ O.12m-0. 18m を測る。

M -019 (第193図)

調査区中央北に位置する 。 東から西に直線に延びる。 本遺構東端では M-001 と占地する 。 延長 5m. 幅

0.5m-0.6m. 深さ O. 10m-0. 1 5m を測る。

M -023 (第193図)

調査区北西に位置する。 北から南にほぼ直線に延びる 。 D-043に切られる。 延長13m. 幅2. 5m- 4.5m , 

深さ1.Om-l. 3m を測る 。

M -024 (第193図)

調査区北西に位置する。 東から北西に直線に延びる。 本遺構北西端から南にかけては中世台地整形により

掘削されていた。 延長 6m，幅1.2m-1. 6m を測る 。

M -026 (第 193図)

調査区中央南西に位置する。 北から南に延びる 。 本遺構北端では M - 037に占地する。 延長12m. 幅0.5m

-0.7m. 深さ O. 15m-0. 20m を iJl IJ る 。

M -027 (第 194図)

調査区南西に位置する。 南から北に緩やかに屈曲している。 本遺構北端は中世台地整形に切られている。

延長 6m，幅2.0m-2 . 5m，深さ 0 . 58m-0.6m を測る。

M -030 (第194図)

調査区南東に位置する。 南から延び，北西と北京に分岐する。 北東へ延びる i梓は H-095に占地し，北西

に延びる溝はさらに分岐の様相をみせるが，緩やかに立ち消える 。 本遺術中央部では中心を畝状で仕切られ

ている。 また底は踏み固められた跡がみとめられることから，路跡の可能性がある。 延長15m. 幅1. 5m-

4.0m ， 深さ O.05m-0.3m を測る 。

M -031 (第 193図)

調査区南西に位置する 。 北から南に延びる 。 本遺構南端で H -096に占地する。 延長 7m，隠0.7m- 1. 5

m. 深さ O. 25m-0. 35m を胡IJ る 。

M -032 (第194図)

調査区南西に位置する。 北東から南西に緩く曲解しながら延びる。 本遺構北東端では M-037に，南西端

では M-031に占地する。 床に跨み固められた跡がみられることから，路跡であった可能性が高い。 延長26

m，幅1. 2m-1. 9m. 深さ O. 50m-0. 60m を測る。

本遺構から出土した造物のうち l 点を図示した。
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第 6節溝

l は瀬戸 ・ 美濃の四 (三) 耳査の瓶子 (古瀬戸後期様式 皿期) のロ縁部である 。 口径5.0cm，残存器高3. 0

C図を祖IJ る 。

M -033 (第 193図)

調査区南西に位置する。 北から荷に延びる 。 本遺構南端で H -096に占地する 。 延長 3m ， 幅O . 6m--O. 7 

m，深さ O.08m-0. 13m を測る 。

M -035 (第 1 94図)

調査区中央南に位置する 。 北から南に延びる。 本遺構北端で M-037に占地する 。 延長 7m，幅0.25m-

0 . 3m，深さ O.08m-0. 12m を測る。

M -039 (第 1 94図)

調査区北東部に位置する 。 南から北に延びる。 調査区域外により切られる 。 延長2 . 3m，幅O.63m-0. 67 

m, i~ さ 0.15m を担IJ る 。

M -040 (第 1 94図)

調査区中央部に位置する。 西から東に延びる。 延長3.4m，幅O.3m-0. 40m ， 深さ O . 13m-0. 1 5m を測る。

M-1000 (第 193図)

調査区微高地上部分の東に位置する。 北東から西南に延びる 。 本遺構北東端で B -1002のピ ッ トに，西南

端で M-1001 に切 られる 。 延長9 . 5m，幅O.30m-1. 2m，深さ O .08m -0. 60m を測る。

M -1001 (第 193図)

調査区微高地上部分の西に位置する 。 北東から南西に延びる 。 本遺構南西端で M ー 1001 を切る 。 延長2.5

m，服O . 20m-0. 40m，深さ O. 19m-0. 22m を出iJる 。

M -1002 (第193図)

調査区微高地上部分の西に位慣する 。 北西から南東に延びる 。 延長 7m，幅O. 20m-1. 50m，深さ 0. 08m

-0. 16m を測る。

M -1003 (第 1 93図)

調査区微高地上部分の西に位置する。 北西から南東に延びる 。 本遺構南東端で B -1004のピットに切られ

る 。 延長1. 8m，幅O. 15m-0. 25m ， 深さ O .06m-0. 08m を ìRIJ る 。
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第 195図近 |止i凶再配置図

第 I 節概要

土坑44基，地下式坑 2 基， 1梓 8 条を検出 した。

第 2 節 土坑・地下式坑

D -026 (第 196図)

(I : 1000) 50m 

調査区北京都に位置する 。 M -007 と H -015が重複する。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する。

長径0 . 9m x 短径O . 72m X 深さ 0. 2 1m を測る 。

本土坑の性絡は不明である 。

D -033 (第201図)

調査区中央部に位置する。 平面形は ， プラン ・ 底部とも楕円形を呈する 。 長径3 . 12m X 短径2.40m X 深さ

2 . 00m を I則る 。

本土坑は地下式坑である。

D -037 (第 1 96図)

調査区西側に位置する 。 平而形は ， プラン ・ 底部とも特円形を呈する 。 長径1. 5m X 短径1.3m X 深さ 1.29 

m を測る 。
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第 2 節土坑ー地下式坑

本土坑は陥穴の可能性がある。

本遺構から出土した遺物のうち砥石 1 点を図示した。 長さ 5.4cm，幅2.3cm，重量47目 6g を測る 。

D -038 (第1 96図)

調査区西側に位置する。 平面形は，プラン 底部とも円形を呈する。 長径1.36m x 短径1.29m x 深さ 0.68

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D-039 (第1 96図)

調査区西側に位置する。 平面形は， プラン 底部とも円形を呈する 。 長径1.04m x 短径O .99m X 深さ 0. 58

m を捌IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D-046 (第 1 96図)

調査区西側に位置する 。 H - 024が重複する。 平而形は ， プラン ・ 底部とも楕円形を呈する 。 長径0.9 1m

×短径O .77m X 深さ 0. 1 2m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D-047 (第 196図)

調査区西側に位置する。 H -077 と D-053が重複する。 平面形は，プラン ・ 底部とも桁円形を呈する 。 長

径2 .3m X 短径1. 11m X 深さ 1. 19m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -048 ( 第 1 96図)

調主E区西側に位置する 。 H -076が霊絞する 。 平面形は，プラン・底部とも桁円形を呈する 。 長径1. 2m X 

短径1.02m X 深さ 0. 73m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -049 (第197図)

調査区間側に位置する。 H -077 と D-050が重複する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する。 長

径1. 6111 X 短径 1.32m X 深さ 1. 12m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -059 (第 1 97図)

調査区南凶音1\に位置する 。 平而形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する。 長径1.44m X 短径1.09m X 深さ

0. 21m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。
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D -060 (第 197図)

調査区南西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも円形を呈する 。 長径1. 15m X 短径1. 15m X 深さ 0. 2

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -061 (第 197図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する 。 長径1. 65m X 短径1. 5m X 深さ

0. 28m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -062 (第 197図)

調査区南西部に位置する 。 H -090が重複する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも椅円形を呈する。 長径2 . 0m

x 短径1. 03m X 深さ 0.24m を ìnlJる 。

本土坑の性格は不明である 。

D -063 (第197図)

翻査区南西音1Iに位置する 。 平田形は，プラン ・底部とも楕円形を呈する 。 長径 1. 47m X 短径0.5m x 深さ

0 . 2m をiIIlJる 。

本土坑の性格は不明である。

D -064 (第197図)

調査区西部に位置する。 H - 075が重複する。 'IZ而形は，プラン・底部とも不謹方形を呈する。 長径1. 26 

m X 短径1. 2m X 深さ 0. 21m を測る。

本土坑の性格は不明である。

D -066 (第 197図 )

調査区南西部に位置する。 平面形は ， プラン ・ 底部とも将円形を呈する。 長径 1. 24m X 短径0.94m x 深さ

0. 27m を ifflJ る 。

本土坑の性格は不明である。

D -067 (第1971~J)

制査 l豆南西部に位世する 。 M -021が重複する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも桁円形を呈する。 長径1.49 

m X 短径1. 17m x i奈さ 1. 4m を討!IJ る 。

本土ザLの性絡は不明である 。

D -069 (第198図)

調査区西部に位置する 。 平面形は ， プラン ・ 底部とも楕円形を呈する。 長径1. 15m X 短径O. 95m X 深さ 0 . 74

m を胡IJ る 。

本土坑の性絡は不明である。
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第 2 節土坑地下式坑

D-070 (第 198図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン・底部とも楕円形を呈する。 長径1.79m X 短径1.06m X 深さ

0. 86m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -071 (第198図)

調査区西部に位置する。平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する 。 長径1.49m X 短径O.84m X 深さ O目 81

m を測る。

本土坑の性格は不明でユある 。

D -073 (第 1 98図)

調査区西部に位置する。 平面形は，プラン ・底部とも楕円形を呈する 。 長径2.1m x 短径1.5m X 深さ 0 . 34

m を祖1) る 。 l

本土坑の性格は不明である。

D -075 (第198図)

調査区北西部に位世する 。 平面形は，プラン・底部とも楕円形を呈する。 長径1. 11m X 短径O.83m X 深さ

0. 76m を胡Ij る 。

本土坑の性絡は不明である 。

D -076 (第 198図)

調査区西部に位置する 。 平面形は ， プラン・底部とも楕円形を呈する 。 長径 1.77m X 短径0.9m x 深さ 0.63

m を測る 。 本土坑は陥穴である 。

D -077 (第198図)

調査区西部に位置する。平面形は，プラン・底部とも楕円形を呈する 。 長径1.5m X 短径1.15m X 深さ 0.44

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -079 (第 198図)

調査区西部に位置する。平面形は，プラン ・ 底部とも椅円形を呈する 。 長径1.2m X 短径O .95m X 深さ 0.55

m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -080 (第 198図 )

調資区西部に位置する 。 平商形は，プラン 底部とも楕円形を呈する 。 長径1.65m X 短径1.33m X 深さ 0.81

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

308 



第 7 'f{i 近世

D -084 (第 199図)

調査区南西部に位置する。 H-090が重複する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する。 長径1. 0m

×短径O. 7lm X 深さ 0.32m を担IJ る 。

本土坑の性格は不明である。

D -085 (第199図)

調査区南西部に位置する。 H-090が重複する。 平面形は，プラン・底部とも楕円形を呈する 。 長径1.37 

m X 短径O.98m X 深さ 0.31m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -086 (第 1 99図)

調査区西部に位置する 。 M-026が重複する。 平面形は，プラン・底部とも楕円形を呈する。 長径1.44m 

×短径1. 2m x 深さ 1. 5m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -087 (第199図)

調査区南西部に位置する。 H -090が重複する 。 平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する 。 長径1. 3m 

x 短径1. 1m X 深さ 0.84m を拙Ijる 。

本土坑の性格は不明である 。

D -088 (第 199図)

調査区南西部に位置する 。 H -090が重複する。平面形は ， プラン・底部とも楕円形を呈する 。 長径2.0m

×短径O.74m X 深さ 0.67m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -089 (第 199図 )

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する 。 長径1.4m X 短径O. 92m X 深さ

0.39m を祖IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -098 (第 1 99図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する。長径1. 16m X 短径0.75m x 深さ

0. 45m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -099 (第 199図)

調査区南西部に位置する。平面形は，プラン ・ 底部とも椅円形を呈する 。 長径057m X 短径0.46m X 深さ

O.llm を測る 。

本土坑の性格は不明である。
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第 2 節土坑・地下式坑

D -125 (第199図)

調査区西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する 。 長径1.21m X 短径O.94m X 深さ 0.18

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -126 (第 1 99図)

調査区西部に位置する 。 平面形は，プラン ・ 底部とも楕円形を呈する 。 長径O .44m X 短径O.36m X 深さ O. 16 

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -127 (第199図)

調査区西部に位置する 。 平面形は，プラン ー 底部とも楕円形を呈する。 長径1.14m X 短径O .78m X 深さ 0.02

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -185 (第200図)

調査区西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する。 長径1. 1m X 短径O .76m X 深さ 0.39

m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D -186 (第200図)

調査区西部に位置する。 平面形は，プラン 底部とも楕円形を呈する 。 長径O .80m X 短径O .62m X 深さ 0. 27

m を l則る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -206 (第201図)

調査区南西部に位置する 。 平面形は，プラン 低地とも不整長方形である。 長径2 .21m X 短径 1.39m X 深

さ 1. 17m を測る 。

本土坑の性格は地下式坑の可能性がある 。

D -221 (第200図 )

調査区中央部に位置する 。 M-006に伴う可能性がある 。 平面形は，プラン 底部とも円形を呈する 。 長

後O.73m X 短径O.73m X 深さ 0.17m を測る 。

本土坑の性格は不明である 。

D -222 (第200図)

調査区南西部に位置する 。 M-042が重複する。 平面形は，プラン ・ 底部とも隅丸方形を呈する 。 長径1.77 

m X 短径1.35m X 深さ 0. 43m を i~IJ る 。

本土坑の性格は不明である 。
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D -223 (第200図)

調査区西部に位置する。 H-060 と M-021が重複する 。 平面形は，プラン・底部とも楕円形を呈する 。 長

径1. 13m x 短径O. 98m X 深さ 0.16m を測る 。

本土坑の性格は不明である。

D-224 (第200図)

調査区西部に位置する。 平面形は，プラン ・ 底部とも椅円形を呈する 。 長径1. 6m X 短径1. 2m x 深さ O. 76 

m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D -225 (第200図)

調査区南西部に位置する。 H -092が重複する。平面形は ， プラン・底部とも変形長方形を呈する 。 長径

1. 12m X 短径O.87m X 深さ 0 . 36m を測る。

本土坑の性格は不明である 。

D-226 (第200図)

調査区南西部に位置する 。 H - 092 と M -037が重複する 。 平面形は ， プラン・底部とも楕円形を呈する 。

長径1. 25m x 短径0.9m x 泌さ 0.25m を測る 。 本土坑の性格は不明である 。
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第 3節構

第 3 節溝 (近世)

M-007 (第202図)

調査区南東部に位置する。 全体に北西から筒束に枝分かれしつつ延びる。 M-007 (A) - (D ) はほぼ同

時期の遺構である 。 本遺構は M - 008に占地する。

M-007 (A) は M-007 (D) に切られ， M -007 (B) , M -007 (C) を切る。 土層 は人為堆積で 3 層に

分層される 。 延長25m，脇0，30m-2. 1 0m，深さ O. 50m-0. 55m を測る 。

M -007 (B)は M-007 (A) に切られる 。 土層は自然堆積で 3 層に分局される 。 延長19m，幅0 . 30m-

2 . 40m，深さ O.50m-0. 60m を測る 。

M-007 (C ) は M-007 (A) に切られる 。 延長16m，幅O.30m-0. 50m，深さ O .50m-0. 55m を ifflJ る 。

M-007 (D) は M-007 (A) を切る。 延長 1 6m，幅O .40m-2. 20m，深さ O.50m-0. 55m を測る。

陶器片 2 点は写真のみの掲載である。

M -008 (第202図)

調査区南東部に位置する。 北東から北凶にくの字に延びる 。 本遺構北東端では M - 007に，北西端では M

042と占地し，切られる 。 土層は人為堆積で 4 屑に分層される 。 延長48m，幅O .30m-]. 10m ， 深さ 0 . 50m

-0.70m を測る 。

M -009 (第202図)

調査区南東部に位置する。 北西から南東に延びる 。 本遺構は南側のI砕を A ， 北側の講を B とする。 A は

B を切るが同時期の遺構である。 本遺構北西端では H -02 1 を切 り ， 南東端では H - 020に占地する 。 床がよ

く踏み固められている ことから， 道跡である可能性が高い。 A は延長 5m，中高O .5m-1. 20m，深さ 0. 28m

-0. 35m.Bは延長 3m，幅]'10m- ]. 25m，深さ O .20m-0. 25m を測る 。

M -011 (第202図 )

調査区東部に位置する。 北聞から南京に延びる 。 M-007 (B) と平行する。 土層は自然堆績で 2 屑 に分

屑される 。 延長 7 m，幅]. 25m-]. 30m，深さ O .05m -0. 07m を測る 。

M -012 (第202図)

品~j!f.区中央部に位置する 。 北から途中， 立ち消えるものの南西に延びる。 本i山市北部では H - 072に ， H

-028, 067に占地する。 延長41m，幅O. 53m-2. 40m，深 さ O.05m-0. 07m を拙IJ る 。 道跡の可能性がある。

本i立総 11\土造物のうち，陶器f2 点を図示した。

1 は瀬戸 ・ 美濃の瀬戸皿の底部片である 。

2 はすり鉢の口縁片である 。

土製品 ] 点は写真のみの掲載である 。

M -042 (第202図)

調査区北西部に位置する。 北西から南東にやや直線に延びる。 本遺構は南東で M-008を切る。 そして平

行する M - 043に切られるが，ほ 13:'同時期の遺併である 。 延長62m ， 幅O .50m-2. 20m，深さ O . lOm-O. 24m 

を測る 。 道跡、の可能性がある。
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第 7 草近 m

陶器片 1 点は写其のみの掲載である。

M -043 (第202図 )

調査区北西部に位置する 。 北西から南東に直線に延びる 。 本泣桃南東部では本遺構は平行する M - 042 を

切るが，ほほ同時期の遺構である。 延長58m，中高O .50m-2. 20m ， 深さ O . 10m-0. 1 4 m を測る 。 道跡の可能

性がある。

M -045 (第202図)

調査区北東部に位置する。 北から北西に緩やかに!日l解して延びる。 延長31m，幅O.30m-1. 20m. 深さ 0. 40

m-0. 45m を訓IJ る 。
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第 8 章 時期不明遺構と遺構外遺物
第 I 節概要

ほとんどが破壊されていたため，または造物が小片であったため時期が判明できなかった。

第 2 節 竪穴住居跡

H -044 (第203図)

調査区中央官1\に位置する 。 H -030に切られる 。 規模は不明である。

壁高は約12cm (北壁)を測る 。 周溝は検出されなかった。

ピットは検出されなかった。 貯蔵穴 (径57cmx 77cm，深さ 46cm) を検出した。

本住居跡からは出土した遺物は小片であったため ， 図示しなかった。

H -075 (第203図)

調査区西部に位置する。 D-044 ・ D-045 と重複する。 規模は5. 18m x 不明である 。 形状は方形か。

壁高は約50cm (西壁) を測る 。

ピットは床面に 5 本検出された。 主柱穴は p-1 (径42叩 x 46cm，深さ 10cm) . P -2 (径38cmx 33cm，深

さ 12cm) ・ P- 3 (径30cmx 30cm，深さ 8 cm) ・ P - 4 (径33叩 x 32cm，深さ 22cm ) の 4 本が対角線上に配さ

れ， P-5 は(径30cmx 29cm，深さ 7 cm) を揖11 る 。 カマドも炉も検出されなかった。

本住居跡から出土した造物は流れ込みであったため，図示しなかった。

H -097 (第203図)

調査区西南部に位置する 。 D - 161 ・ D-162 ・ D - 211に切られている。 規模，形状とも不明である。

壁高は約24cm (北壁) を測る。

床面一部のみ検出した。 ピットは検出されなかった。

本住居跡から出土した造物はなかった。

H -098 (第203図)

調査区西南部に位置する 。 D-189 ・ D-190と，中世台地整形によりに切られる 。 規模 ・形状とも不明で

ある 。

覆土は 1 層で， 人為的に埋め戻されていると考えられる 。 壁高は30cm (北壁)を測る 。 床面と周溝の一部

を検出した。 床面はしっかりと貼っている 。 周溝は，幅28cm，深さ 4 cmを iJIII る 。

H -109 (第203図 )

調査区西南部に位置する。 H-106 . H -108 . D -205に切られる 。 規模 ・ 形状とも不明である 。 床面はや

や貼っている 。 壁高は約23cm (南壁)を測る 。 周 i梓は南側検出した。 幅16cm，深さ 4 cmを測る 。

ピットは床面に 1 本検出された。 P-1 (径56cmx 50cm，深さ 3 1cm) を測る 。
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第 8 li' 時期不iVJ遺構と遺構外遊物

第 3 節遺構外造物

遺構外造物のうち72点を図示した。

1 から 6 は陶磁器である。 l は瀬戸 美濃の緑前lJ小皿である 。 116 逃存する 。 復元口径9 . 2cm，残存器高

1. 3cmを担1I る 。 年代は古瀬戸後期J様式W期 ( 1 5世紀中~後半)である。 2 は瀬戸 美濃の灰覇iI平椀の片であ

る 。 年代は古瀬戸後期様式 ( 1 4 世紀- 1 5世紀代) である 。 3 は瀬戸 美濃の鉄粕茶入れの胴音1\片である 。

4 は瀬戸 ・ 美濃の天目茶碗の体昔1\片である。 年代は古瀬戸後期様式 日 - ID 期(14世紀末-15世紀前) か。 5

は瀬戸・美波の天目茶碗の口縁片である。 年代は古瀬戸後期様式 I - IJ 郷j ( 14 世紀末-15世紀初頭)であ

る 。 6 は瀬戸 ・ 美濃の灰利l平椀の口縁片である。 年代は古瀬戸後期様式 I - IJ 期 ( 14世紀末)である 。

7 は弥生土器片である 。

8 は須恵器のき臣片である 。

9 から 17は羽口片である 。 9 は現存長4.2cm，重量30. 0g を測る。 1 0は現存長4. 3cm，重量18 . 9g を測る。

11は現存長5 . 0cm，重量30 . 8g を測る 。 12は現存長3 . 5cm ， 重量33 . 6g を測る。 13は現存長5 . 0cm ， 重量19 . 5g

を測 る 。 14は現存長3 . 0cm，霊長22 . 0g を視1I る 。 15は現存長6 . 2cm，震設76.7g を測る。 1 6は現存長4 . 8cm ，

重量46 . 3g を iJIII る 。 1 7は現存長4.6cm，重量38.5g を iWI る 。

18から 2 1は椀形浮である 。 現存長7 . 6cm，幅6 . 6cm ， J厚さ 2 . 5cm，重量84.3g をiRlI る 。 1 9は現存長6 . 8cm，幅

5 . 3cm，厚さ 2. 2cm，重量10 1. 7g を測る。 20は現存長6 . 0cm，幅5 . 1cm , J享さ1. 8cm，重量52.4g を損Ijる 。 2 1は

現存長6 . 6cm，幅5.7cm ， 厚さ 2 . 6cm，重量108 .3g を illll る 。

22か ら 31 までスラグである。 22は現存長4. 7cm，開5 . 3cm，厚さ 2 . 5cm，重量67.7g を!nll る 。 23は現存長6 . 5

cm ， 幅5.3cm，厚さ 2 . 0cm，重量77 . 6g を ifflj る 。 24は現存長5 . 6cm，幅4 . 8cm，厚さ 2 . 0cm ， 重量93 . 8g を前Ijる 。

25は現存長4. 8cm，幅3 . 8cm ， J亨さ 1. 9cm，重量42. 7g を測る 。 26は現存長4 . 7cm，幅4. 2cm ， J享さ1. 6cm，重量

38. 0g を測る。 27は現存長5 . 1cm，幅4. 4cm，厚さ 2 . 6cm，重量58. 4g を iJiIJる 。 28は現存長4 . 8cm ， 幅3 . 0cm ，

J!ji. さ 2 . 3cm ， 重量36 . 0g を測る 。 29は現存長4. 5cm ，中日4 . 1cm，厚さ 1. 8cm，重量35 . 1g を測る 。 30は現存長5 . 5

cm，幅4 . 2cm，厚さ 2.8cm，重琵:76 . 3g をiHlj る 。 3 1は現存長5 . 7cm ， 幅4.5cm，厚さ 2.3cm，重量49 . 9g を測る。

32は矢尻である。 完形。 長さ1. 7cm，幅1. 4cm，原さ 0 . 2cm ， 重量0. 3g を測る 。

33から 39 ・ 44は刀子である。 33は現存長4. 1cm ， 幅0 . 7cm，厚さ 0. 4cm，重量4 . 56g を首11I る 。 34は現存長9 . 0

cm，幅2. 0cm，厚さ 0. 2-0.3cm，重量12 . 9g を測る。 35は現存長2 . 8cm，幅0. 8cm，厚さ O. 2cm，重量1. 9g を

測る 。 36は現存長3 . 8cm，幅0. 8cm，厚さ 0 . 2cm，重量2 . 2g を測る 。 37は現存長3. 9cm ， 幅1. 1cm, J事さ 0.2cm ，

重量4.7g を測る。 38は現存長4. 0cm，幅0. 5cm，厚さ 0. 4cm ， 重量3. 0g を iJiIJる 。 39は現存長5.4cm，幅0.8cm ，

厚さ 0. 2-0.3cm，重量3目 8g を測る。 40は現存長5.0cm ， 幅0.7cm ， 厚さ 0.5cm，重量4. 6g を測る。 4 1は現存

長6 . 2cm，幅3 . 1c田，厚さ 0.5cm，重量40.7g を胡1I る 。 42は現存長2. 5cm，阿0 . 8cm ， 厚さ 0.1-0.2cm，重量2. 0

g を胡1I る 。 は現存長cm ， 幅cm ， J享さ cm，重量 g を測る 。 44は現存長9 . 5cm，幅0.7cm ， 厚さ 0 . 4cm ， 重量2 1.6g 

を測 る 。

43は鎌の刃の先である。 現存長6.0cm ，中高2 . 8cm ， J平さ 0.1 -0 . 2cm ，霊1il 13.4g を測る 。

45は馬具の衡の一部であると思われる 。 現存長3.5cm，阿0 . 8cm，厚さ O. 6cm，重量8. 9g を iJl lI る 。

46から48は煙管である。 46は現存長4.2cm，幅1. 1cm，厚さ 1. 1cm ， 重量4.6g を測る。 47は現存長2 . 8cm ，

幅 1. 1cm ， 厚さ 1. Ocm，重量4 . 6g を測る 。 48は現存長4 . 2cm，幅0 . 9cm，厚さ 0 . 8cm，重量2 . 7g を測る 。

49か ら 53 ・ 55 ・ 56は撃か(やりがんな)の一部である 。 49は現存長3.0cm，幅0.5cm，厚さ 0. 4cm，重量2.0
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第 3 節遺構外遺物

g を測る 。 50は現存長4.4cm，幅0.4cm，厚さ 0.4cm，重量2.8g を測る 。 5 1 は現存長5 . 0cm，幅O. 5cm，厚き 0.4

cm，重量3 . 2g を祖IJ る 。 52は現存長7. 2cm，幅0.4cm，厚さ 0.4叩，重量3.2g を測る 。 53は現存長5.8cm，幅O. 5 

cm，厚さ 0 . 5cm，重量5.0g を測る。 55は現存長16.2cm，幅0 . 5cm，厚さ O.2cm-0. 4cm，重量14.7g を測る 。

56は現存長1 6 . 2cm，幅0 . 5cm，厚さ 0. 5cm，重量1 1. 19 を測る 。

57-64は古銭である 。

65から 69 と 72は土製品である 。 65は紡錘車である。 66は玉で，幅2. 0cm，孔径O. 1 cm，重量5 . 4g を測る 。

67は玉で，長さ1. 95cm，幅O. 9cm，孔径O. 2cm，重量2.0g を祖IJ る 。 68は玉で， 幅0 . 7cm，孔径0. 2cm，重量0.3

g を測る 。 69は玉で，幅0.8cm，孔径O . 2cm，重量1. 18g を測る。 72は鋭型模造品である。 ほぽ完形である。

直径4.7cm，幅4.5cm，厚さ 1. 5cm，重量24 目 6g を測る。 紐の表現もきちんと施されている 。 鈴を模している

部分は 8 つ存在した可能性がある 。

70 と 71は石製品である。 70はほぼ完形である。 勾玉を模しているものと考える。 長さ 3 . 2cm，幅1. 2cm，厚

さ 0 . 4cm，孔径0 . 2cm，重量 3 . 8cm を測る。 71は子持ち勾玉である 。 現存長7 . 3cm，幅3 . 8cm，厚さ 1. 5cm，重量

34. 19 を測る。

第 4 節ピ ッ ト 群

ピット群である。
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終章 まとめ

第 1 節縄文時代の様相

調査区内からは，陥穴は検出できたものの ， 住居跡や野外炉等の生活遺構の痕跡は検出されなかった。 縄

文土器も小片は出土したが，図示できるものでもなかった。

このことから本遺跡は縄文時代の各時代において，生活の拠点となることはなく，狩Jiìt域として存在して

いたのであろうと推測できる 。

第 2 節弥生時代の様相

弥生時代初期住居跡 2 中丁目 022 と H-023 ) が該当する。

住居跡12軒で構成される集落である 。 北西方向から南東方向に向けて緩やかに傾斜する台地上に点在す

る 。 台地金而が調査されたわけではないため，集落は調査区北側に展開する可能性がある 。

遺存状態の良い住居跡や造物から判断すると， H -022 と H - 023は弥生時代初期， H -025 と H -052は主

軸方位から同時期の住居跡で弥生時代後期前葉である 。

遺物は北関東系土器が大半を占めるが，南関東系の土器も混在している。全体に弥生時代最終末の時期で

あり，古い要素がありつつも新しい要素が台頭している 。

第 3 節古墳時代の様相

古墳時代の住居跡は74軒が該当する 。 住居跡の該当軒数及び主軸方位から同時期と明確に判断できるもの

を以下の表にまとめた。

時代 世紀 粁数 同時期の有無

古墳時代初期 4 世紀代 2 軒 H - 016 と H-084は同時期かどうかは不明

古墳時代中期 5 世紀代 10軒 H - 003 ・ 010 ・ 040 . 043 ・ 087 . 081は同時期

H - 076 ・ 086 ・ 090は同時期

古墳時代後期 6 世紀前 1 5軒 H -001 ・ 004 . 006 . 013は同時期

H -011 . 091はそれぞれ同時期

6 世紀中 4 軒 4 軒全て同時期と恩われる

6 世紀後 21軒 H - 002 ・ 005 ・ 031 . 114は同時期

H -009.011 ・ 028 . 036 . 056 ・ 080 ・ 083 . 088 ・ 093は同時期

古墳時代終末期 7 世紀前 7 軒 H -029 . H -046 . H -047 . H -060は同時期

7 世紀中 7 軒 H - 050 ・ H-082は同時期

7 世紀後 8 車I H-0l4' H-030は同時期

H -026 ・ H -041は同時期

表からもみてとれるように，本遺跡は弥生時代終末期より連綿と生活ーが営まれているが，古墳時代中期か

ら集洛は拡大しはじめ，古墳時代後期には最盛期を迎える 。 また，本遺跡の東側の台地には寺方古墳群が存

在する。寺方古墳群では古墳の周囲に同時期の竪穴住居がみられないことから，古墳群の築造は古墳時代中

期の集落が廃絶された後， 少なくとも集落の記憶がまだ強く遺る時期に開始されたといえる。

その一方，長倉鍛冶屋台遺跡は，古埋ま時代中期~後期の竪穴住居が多く ， 子持勾玉や土製鏡形模造品など
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終章まとめ

も出土している。

両遺跡とも至近距離にあり，今後は，集落としての長倉鍛冶屋台遺跡を考える際，墓域としての寺方古墳

群をも含めて考えていかなければならないだろう 。

第 4 節奈良 ・ 平安時代の様相

奈良・平安時代の住居跡は11軒， 掘立柱建物は 2 軒が該当する。 住居跡の該当軒数及び主軸方位等から同

時期と明確に判断できるものを以下の表にまとめた。

時代 世紀 軒数(掘立柱建物含む) 同時期の有無

奈良時代 8 世紀前~中 3 軒 H -017 . H -101は同時期

平安時代 8 世紀後 5 軒 (内 2 軒掘立柱建物) B-010' B-011は同時期

9 世紀前 2 軒 H-097' H ー 100は同時期

9 世紀中 3 軒

古墳時代と比較すると格段に住居跡等が減少し，縮小化がみられる 。 造物は，ロクロ成形の土器が出土し

ている 。 少数だが墨書土器と黒色処理を施した土器もみられる 。 また， H -012からは鉛が出土した。

第 5 節中世の様相

台地上には掘立柱建物が多く検出され，台地整形も調査区西側と南西側においては顕著にみられる 。 調査

区南西側の 7 G - 05付近の切り立った部分と西側の微高地状の調査区には土坑纂や粘土貼土坑墓が多数検出

された。 特に西側の微高地状の調査区では，掘立柱建物廃嘘の後，墓域となったと考えられる 。 土坑墓も切

り合いがみられるため， 同じ集落が何世代も持続したのではなく，ある集落が終息した後， }jljの集落が移り

住むということが幾度か行われていたと考えられる。 また， D -211のような巨大な階段状遺構も検出され，

井戸であった可能性も高い。

本遺跡は中世では居住区のみだけではなく，近隣に墓域も存在していた。

第 6 節近世の様相

本遺跡は居住区としての色合いは簿くなる 。

D-114からは煙管や古銭が副葬され，土坑墓であったことが如実にわかる 。 D-060~D -064 ・ D-066 ・

D - 067や D-071 . D-73' D-074' D-077 ・ D-080は決め手に欠くものの，形状や大きさ，深さなどか

ら土坑墓である可能性がある 。 また，グリット 一括造物や流れ込み遺物には，泥面子や駒などが検出され，

畑であった可能性も高く，調査区の東側は畑の色合いが濃く，西側は墓地の色合いが濃い。 同時期に展開し

たかどうかは明確に判断できなし、

335 



参考文献

柿沼修平ほか 1985 I ( 3 )地下式土拡J r様作遺跡発掘調査報告J 佐倉市棒作遺跡調査会

林田利之 1993 I第 5 節 中世J r千葉県成田市駒井野荒追遺跡J (財) 印旗郡市文化財セン

ター

石本俊則 1999 I大綱山田台遺跡群Nu 6 地点(一本松遺跡)階段状遺構の報告J r研究ノート

山武j 第 3 号(財) 山武郡市文化財セ ンタ ー

中野修秀 2001 r上引切遺跡ー金谷郷遺跡、群V~J (財) 山武郡市文化財センター

鴨志田篤二ほか 2002 I井戸状遺構J r東中根遺跡群発掘調査報告書j ひたちなか市遺跡調査

A 
"'ミ

吉田直哉・稲見英輔 2003 r遠山瓜ヶ作谷遺跡 ・ 遠山瓜ヶ作台遺跡J (財) 山武郡市文化財セ

ンタ 一

千葉県立房総のむら編集 2004 r中世房総やきもの市場J ) (財)千葉県社会教育施設管理財団

島立 桂 ・ 椎名信也 2006 r寺方古墳群.1 (財 ) 山武郡市文化財セ ンタ ー

336 



写真図版



図版 1 旧石器時代造物出土状況

作業風i，t



図版2 第 11也点・第 2地点出土造物 1

dd fi! 

第 l 地 /.( r11 

第 2 地点，' 1



図版3 第 1 地点第2地点出土遺物 2)

!4 
司覇

め l 地点1 2 1

目

」E

"" 

第 2 地点 2



図版4 第 31也点・第 41也点出土遺物 1

電=
EL 

自作 3 地点' 1 第 4 地点， 1



"'" 

"‘. 

ザ!l!' 

図版 5 第 3地点・第 41也点出土遺物 2

ﾆI!A 

pa 

第 3 地点 2

, 

a圃

• 
第 4 地点 2



図版 6 弥生時代集落 1

l ト日.n 辿物IHI 状況

1トO~2ιぬ! H-D39 



ー-一“‘d 二... デーJ ・

11 (J:;~ 

11-055 

, • 

図版7 弥生時代集落 2

H-112 



8 Õ嶋

F・-，・

-ー-

11 



9 i5lﾘ 



3 



pz 

11 



包1.& 12 古漬 集 :玄 S

、

て，.~

' 

マ 11' , 



. ' 

11・<m



14 <5 1禽 j五 ;

-



•• 
‘' 

11 



16 õll!喜代集落 9

11117 

ー句「ー.-

11 10・





18 安

-・• 

• 

11・ 113



1 g ~事笠時 のtt:!土遺物 3

HC士， ¥ 

E .....C2110 

,. 

H 02:2 11 

H.0226 

H-C22.J 

H022i 

....<:2'2--04 

~012 !t 
~.a 422 : 



20 の出

民営?，
ti~‘ 'J 

....0予3ι

457 

<<l宮 '4 ....()23. 

院.
1'1.022‘ 15 1'1-052.1 

457 

1'1.0喧2.16

H-(略7-3

¥'I.()55.1 

H~ ・・

<<lJ.3 >+<諸島2 。軍事



21 古河S時代筆活の出

4抱"

畠

H 

H ιi~ 
官

H 

H~同13

H~抑2.2

H~I.4 
H.(町宮

.(102.10 

福留
叫Q舵唱

HOOl5 

<<J3. 

• 
A-

2 



2'2古嶋崎 アEの出 2 

制路。

..00み・

H.(抱晶4

.Q03-13 

H.(lC諸事

H.Q03-

H-Oωs 
H.Q03-IO 

H.(lC路6

H.(lC路7 H.Q03-t I H.(臨み15



~23 古 .uの出主演む 3

H 

H 

可通
>1.Q05.: 

ーーーー雪璽~
H-()()OI 2 

H.Q().1 7 

調
ずー

>1.(陪. 3

H.Q().1 8 

!.()O.l-4 .Q05.5 

主轟 臼

!I1o< ,f; H-O刷串



~'ðの出 ‘ 

01<<1&'3 

H 

"00$.� 

...c陥5.9 01.005-'. 

H<<I&.6 

..<<路市

..<<1&. H.(耳b

4陪!Þ- I <<1&.6 m 



25 i!ilﾘ の出土l!わ S

.... 

3 

H 

H.QC路畠

===孟画面~

EZE • 
H.QOEド

u Hα路 .0

5 



26 ôl禽 6 

。。

...0司7

H0077 

H 

区Eコ|
HOOτ皐 H.(泊716

H001 , 

H.(回す

H.(路:2

4蹄

H.(悶710

H.(泊;. J

H.(陥Il

4同7.~

001 畠
007.'2 

4掲7.IB



27 さI寝 帽の出土 y 

H.()() 

HOO7-111 

H-007.2J 

H-(訓日7 - 20

"'-00727 

HOO7.24 

H.(同12'

.Q012ﾘ 

H-007-22 ~ <<J7-2宮



図緩28 富属 集落の出土選句 a

ι3 
H~. 

H007.lO 

H 

跡。09-6

i'<<lOIIト'

k-O l g., 

H.Q(路2

,,",,10. 2 

H-009-6 

H.QO!み 8

H.Q(降E

H.QO!み2

歴史 2
H-OCl串品 ".oICト3



29 õ~質問代1t志の出

ピケ土3ロ司 にプτ画

圏~
H品川

-0, 1 14 

H.OII 

-01' 16 

。

H-O' ,-8 

H-O 

H.o11 1 

H-O" 10 

H-O" 2 
。1 3-2

H-O" '2 

。川 3

、
唱II~ H-OII.13 3-3 



J'ttの出

H41&‘ 

H.o 1~3 

'‘ 

H.oI62 

企通畠
H.oI 

!・
H.Q! ，")串

H.oI& 

トー
H.oI9-S 

。

H.Q18-2 

1.o1~' 
。 ~ 



図樋31 Ia 集Z喜の出+浅草毎 日

K42f)2 

1'I.�6-5 

同唱垂~I

".0筑~IO

H-02!忌2

I'I'()世~6

1<<)26-7 
H.(国措置 S

~42&-3 

...c国時J ~ ..-(126.骨:号



:ii32 古湾 i Dの出土

H.(陸6.\3

H 

H.Q27 

H 

H.(1ヨ弘同

H.(121.5 

H-028-5 
H.(1苦6・ 15

H.Q2、 H42IHi 
.(127・ t

tzエ週
a 42Eル 1.(128. 



33 古tØ のt包

H 

H028..7 

H.Q28. ¥0 

4砲事3

H.Q28. 

H.Q;i事 18

H-C28.¥2 

区コ .Q29.畠

H-C2!与13 .Q28..9 

1.Q28. ,. 

20 H-(砲事



34 吉崎 の出 I~ 

H 

園込11 H.(砲事 13

H G:!9骨

H.Q29.18 

H.()苫914

H.()世9.10

H.Q29 

H.()29.11 

H.()2Sル 15
陸寸

H-(陸軍~12 H42事 18 fOt.03O. ! 



t.li35 芭煩 の出 li 

EE時 A
H43().2 

H.o:l.2 
，...c白2.4

H.()32 

H.()調).3

H~ 

.()32.5 

H.()32.2 

H.()3O.S 

H-031.1 .()32 .()32-6 



36 古鴻

H.(同$， '3

Hm2.7 

H-O:裕畠

H-032-� H~I' 

H.(悶品

H.()3ιs 

~ 

.-0:跡

信寸
ll3S 

435-12 ~ 



図版37 古蹟時代集落の出土遺物(17)

H-038-1 

H-036-4 
H-040-2 

H-038-2 

H-036-5 

H-040-3 

H-036-6 H-03日 3

H-041-1 

H-036-7 

H-041-2 

H-038-4 

H-041-4 

H-036 自 H-040-1 H-041-5 



図版38 古墳時代集落の出土遺物(1時

H-041-6 

H-041-7 

'-~ 喝圃園圃医
H-041-8 

民ヨ|
H-041-10 

H-041-11 

H-041-12 

H-041-13 

H-041-14 

H-041-15 

/ 
J 

H-041-16 

H-041-17 

H-041-20 

H-059-1 



図版39 古墳時代集落の出土遺物同
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図版46 古演時代集落の出土遺物倒
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図版60 奈良・平安時代集落および中世集落( 1)
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図版62 中世集落(3 )
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図版67 中世集落( 8 )
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図版69 中世土坑墓( 1)
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図版73 中世粘土鮎り土坑墓 1
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図版75 近世集落 1
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図版76 近世集落 2
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図版78 奈良・平安時代， 中世およひ遺橘外出土遺物
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図版80 玉・勾玉類
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図版82 石製品支脚
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図版83 中世近世陶磁器
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図版84 紡錘車・古銭
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